
大阪府立豊中中学校・豊中高等学校 同窓会報 創立大正10年（1921年）

創立 100 周年へ着々と
―「豊陵ホール」始動等寄付金が活きています ―

100周年記念祝賀会案内（裏表紙）と記念誌予約販売（18面）開始
100周年寄付目標額 1 億円へラストスパート＝令和3年2月28日まで（6面）
コロナ禍と豊高（12面）

豊陵ホールでの授業 全教室プロジェクター活用
「100」の人文字
（校舎屋上から臨む）

昼食時の豊陵ホール

100 周年のロゴマーク

2020年11月
（令和２年）
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今
年
は
年
明

け
早
々
か
ら
、

降
っ
て
沸
い
た

よ
う
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
災
厄
に

見
舞
わ
れ
、
未
だ
に
日
本
中
が
そ
の
対
策
に

右
往
左
往
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
豊
陵

会
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

豊
陵
会
自
身
も
世
間
の
ご
多
分
に
漏
れ

ず
、
予
定
し
て
い
た
各
種
行
事
が
中
止
、

延
期
、
縮
小
と
い
っ
た
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
些
か
閉
塞
感
に
苛
ま
さ
れ
な
が
ら
活

動
し
て
い
る
状
態
で
す
。
一
日
も
早
く
ワ
ク

チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
に
怯
え
る

日
々
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
来
年
に
は
創
立
1
0
0

周
年
の
記
念
す
べ
き
時
を
迎
え
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
は
来
年
5
月
7
日（
金
）に
開

催
さ
れ
ま
す
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
に
向

け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
臆
す
る
こ

と
な
く
着
々
と
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
す
が
に
そ
の
頃
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
騒
ぎ
も
終
熄
し
て
い
て
、
マ
ス
ク
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
も
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
晴
れ
晴
れ
と
記
念
式
典
を
挙
行
で
き

る
で
あ
ろ
う
と
念
じ
つ
つ
、
豊
高
ら
し
い
式

典
を
目
指
し
て
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
い

く
所
存
で
す
。

な
お
、
懸
案
で
あ
り
ま
す
1
億
円
募
金

活
動
で
す
が
、
豊
陵
ホ
ー
ル
の
改
装
費
用
に

充
て
る
た
め
の
特
定
寄
付
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
か
げ
さ
ま
で
所
期
の
目
標
額
6
、

0
0
0
万
円
に
対
し
て
ほ
ぼ
達
成
し
、
早
速

夏
休
み
を
利
用
し
て
豊
陵
ホ
ー
ル
の
改
装
工

事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

ホ
ー
ル
は
、
改
装
前
と
は
見
違
え
る
ば
か
り

に
明
る
く
清
潔
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
在
校

生
は
殊
の
ほ
か
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
も
是
非
一

度
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
、
そ
っ
と
覗
い

て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご
承
知
の
通
り
我
が
豊
中
高
校
の
校
歌

は
北
原
白
秋
作
歌
、
山
田
耕
筰
作
曲
と
い

う
ま
さ
に
我
々
の
誇
る
べ
き
宝
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
程
学
校
に
保
存
さ
れ
て
い
た
北
原

白
秋
の
自
筆
原
稿
を
拡
大
転
写
の
う
え
表

装
し
て
、
豊
陵
ホ
ー
ル
の
壁
面
を
飾
る
予
定

で
す
。
豊
陵
ホ
ー
ル
が
な
お
一
層
引
き
立
つ

も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
募
金
活
動
の
う
ち
残
る
一
般
寄
付

は
来
年
2
月
末
ま
で
の
期
限
で
す
が
、
こ
れ

は
主
と
し
て
後
輩
達
の
奨
学
資
金
に
充
て

る
目
的
の
も
の
で
す
。
現
時
点
で
は
未
だ
約

2
、
0
0
0
万
円
ほ
ど
不
足
し
て
お
り
ま
す

が
、
豊
陵
会
の
団
結
の
力
を
見
せ
る
べ
く
頑

張
っ
て
目
標
達
成
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
世
の

中
の
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
現
状
に

あ
っ
て
、
寄
付
を
お
願
い
す
る
の
は
大
変
心

苦
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
後
に
続

令
和
2
年
4
月

7
日
、
政
府
か
ら

緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
豊
中
高

校
は
5
月
末
ま
で

の
2
ヵ
月
間
臨
時

休
校
と
な
り
ま
し
た
。

休
校
期
間
中
は
学
力
保
障
の
観
点
か
ら
、
郵

送
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
学
習
課
題
を
配
信
す
る

と
共
に
、
動
画
配
信
や
メ
ー
ル
等
に
よ
る
質
問
対

応
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
限
定
的
に
認
め
ら
れ

た
登
校
日
に
は
担
任
に
よ
る
生
徒
個
人
面
談
を

実
施
し
、
進
学
相
談
や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
な
い

ま
し
た
。

6
月
か
ら
教
育
活
動
は
徐
々
に
再
開
さ
れ
ま

す
。
最
初
の
2
週
間
は
短
縮
・
分
散
授
業（
1
ク

ラ
ス
20
人
で
半
日
だ
け
登
校
）で
、
本
格
的
に
授

業
や
部
活
動
が
再
開
さ
れ
た
の
は
3
週
目
以
降
の

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
日
数
を
確
保
す
る
た

め
、
夏
休
み
は
お
盆
の
前
後
約
10
日
間
に
短
縮
し

ま
し
た
。
再
開
後
の
授
業
風
景
は
大
幅
に
変
わ
り

ま
し
た
。
豊
陵
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
方
々

の
ご
寄
付
に
よ
り
設
置
し
た
各
教
室
の
液
晶
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
が
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

科
準
備
室
に
設
置
さ
れ
た
空
調
設
備
に
よ
り
、
猛

暑
下
に
お
い
て
も
教
職
員
は
快
適
な
環
境
で
教
材

研
究
や
生
徒
の
質
問
対
応
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

9
月
に
入
り
、
文
化
祭
は
三
密
を
避
け
る
た

め
一
般
公
開
は
せ
ず
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
3
年

生
の
多
く
の
ク
ラ
ス
が
従
前
通
り
レ
ベ
ル
の
高
い

演
劇
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
2
年
生
の
修
学
旅
行

も
、
行
き
先
を
変
更
す
る
高
校
も
あ
る
中
、
当

初
の
予
定
通
り
北
海
道
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
豊
中
高
校
の
教
育
活
動
が
順
調

に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、「
豊
高

生
の
自
制
的
で
理
性
的
な
行
動
」「
保
護
者
の
お
子

様
方
へ
の
絶
大
な
信
頼
」「
教
職
員
の
献
身
的
な
働

き
」に
加
え
、「
豊
陵
会
の
皆
様
方
の
経
済
的
・
精

神
的
な
ご
支
援
」に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
、
豊
中

高
校
の
充
実
・
発
展
に
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。
ど
う
か
引
き
続
き
、
ご
支
援
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
高
32
期
）

く
後
輩
達
の
為
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
応
分
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
1
0
0
周
年
記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

も
応
募
作
品
の
中
か
ら
一
年
生
が
提
案
し
た

も
の
を
採
用
し
ま
し
た
。
節
目
の
1
0
0
年

と
い
う
数
字
と
銀
杏
と
羽
根
の
付
い
た
ペ
ン

を
あ
し
ら
っ
た
洒
落
た
も
の
で
、
豊
高
ら
し

く
皆
様
の
お
気
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
動
は
、
未
だ
終

熄
の
兆
し
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま
自

粛
自
粛
で
は
窒
息
し
そ
う
で
す
。
後
々
振

り
返
っ
て
、
そ
ん
な
中
で
も
豊
陵
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
活
動
を
し
て

き
た
と
誇
れ
る
よ
う
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て

一
歩
一
歩
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
高
16
期
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
豊
陵
会
ら
し
く

1
0
0
周
年
へ
の
活
動
を
継
続

豊
陵
会
会
長
　
高
坂
敬
三

コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
校
と

　
　
　 

豊
高
生
の
高
校
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
平
野
裕
一

創立100周年を目前にして 
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◆ 

記
念
式
典

全
職
員
・
生
徒
と
関
係
者
が
参
加　
記
念
演
奏
と
記
念
講
演
も

式
典
は
午
後
1
時
30
分（
開
場
は
午

後
1
時
）か
ら
、
阪
急
曽
根
・
豊
中
市

立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で

開
催
。
来
賓
は
じ
め
全
校
の
教
職
員
・

生
徒
が
出
席
す
る
が
、
卒
業
生
は
限

定
さ
れ
た
招
待
者
の
み
。
定
員
の
関

係
で
1
年
生
は
隣
接
の
ア
ク
ア
ホ
ー

ル
で
生
中
継
の
画
面
を
鑑
賞
す
る
。

第
1
部
70
分
、
第
2
部
75
分（
途
中

休
憩
20
分
）の
2
時
間
45
分
に
わ
た
る

式
典
舞
台
は
、
第
1
部
で
ダ
ン
ス
部

が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
主
催
者

側
の
挨
拶
・
来
賓
の
祝
辞
、
卒
業
生

＝
高
43
・
高
54
・
高
67
の
3
人
の
音

楽
家
が
記
念
演
奏
を
披
露
、
第
2
部

で
高
20
村
上
優
氏（
8
面
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
）の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
音
楽
選
択
者
と
有
志
、
さ
ら
に

吹
奏
楽
部
が
出
演
す
る
。
舞
台
進
行

は
、
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
高

37
古
川
圭
子
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
在

校
生
が
担
当
。
卒
業
生
と
在
校
生
、

先
生
と
生
徒
、
先
輩
と
後
輩
が
共
に
、

こ
の
1
0
0
年
に
一
度
の
機
会
に
一

体
で
取
組
み
、
式
典
の
感
動
的
な
盛

り
上
げ
に
力
を
尽
く
す
。

式
典
部
会
で
は「
卒
業
生
の
皆
さ
ん

に
記
念
式
典
に
直
接
出
席
い
た
だ
け

な
い
の
は
申
し
訳
な
い
が
式
典
後
の

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
に
は
ぜ
ひ
お
誘
い
合

せ
の
う
え
百
周
年
を
オ
ー
ル
豊
高
で

祝
い
た
い
」と
お
願
い
し
て
い
る
。

記
念
式
典
終
了
後
、
会
場
を
梅
田

に
移
し
、
午
後
6
時
30
分（
5
時
30
分

受
付
開
始
）か
ら
梅
田
・
ホ
テ
ル
阪
急

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
祝
賀
会
を

立
食
形
式
で
開
催
す
る
。
パ
ー
テ
ィ

は
豊
陵
会
会
員
ほ
か
P
T
A
、
豊
友

会（
P
T
A
役
員
の
O
B
会
）関
係
者

多
数
が
参
加
し
て
1
0
0
周
年
の
お

祝
い
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
企
画
し

て
い
る
。
豊
陵
会
は
多
数
の
卒
業
生

の
参
加
を
目
標
に
、
例
年
5
月
開
催

の
総
会
を
こ
の
パ
ー
テ
ィ
に
合
流
し

て
、
独
自
の
総
会
は
別
途
、
秋
に
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
に
は
式
典
で
演
奏

を
披
露
し
た
3
名
の
卒
業
生
の
記
念

演
奏
や
、
最
近
の
母
校
を
紹
介
す
る

映
像
も
あ
り
、旧
交
を
温
め
、卒
業
生
、

並
び
に
豊
高
関
係
者
が
共
に
創
立

1
0
0
周
年
を
祝
う
。

◆ 

祝
賀
パ
ー
テ
ィ

例
年
５
月
の
総
会
と
合
流

祝
賀
に
親
睦
を
重
ね
て
卒
業
生
会
員
多
数
の
出
席
を
お
待
ち
し
ま
す（
裏
表
紙
に
案
内
）

記
念
演
奏
会

尾
崎
勇
太
さ
ん（
高
67
）　
昭
和
音
楽
大
学
を
経
て
東
京
藝

術
大
学
器
楽
科
フ
ル
ー
ト
専
攻
を

卒
業
。
フ
ル
ー
ト
を
中
務
晴
之
、
堀

井
恵
、
吉
岡
美
恵
子
、
上
野
星
矢
、

木
ノ
脇
道
元
に
師
事
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
現
代
音
楽
を
中
心
に
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
と

関
わ
る
。
自
ら
も
作
曲
を
行
う
ほ
か
、
同
年
代
の
音
楽
家

の
新
作
初
演
に
も
多
く
携
わ
る
。

辻
本　
玲
さ
ん（
高
54
）　
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
器
楽

科
を
首
席
で
卒
業
。
そ
の
後
シ
ベ
リ

ウ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
ベ
ル
ン
芸
術

大
学
に
留
学
。
第
72
回
日
本
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
第
2
位
。
2
0
0
7
年
度

青
山
音
楽
賞
新
人
賞
受
賞
。
2
0
0
9
年
ガ
ス
パ
ー
ル
・

カ
サ
ド
国
際
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
ク
ー
ル
第
3
位
入
賞（
日
本
人

最
高
位
）。
2
0
1
3
年
齋
藤
秀
雄
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
賞
を

受
賞
。
使
用
楽
器
は
N
P
O
法
人
イ
エ
ロ
ー
・
エ
ン
ジ
ェ

ル
よ
り
1
7
2
4
年
製
作
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
ト
ラ
デ
ィ

ヴ
ァ
リ
ウ
ス
を
、
貸
与
さ
れ
て
い
る
。

公
式
サ
イ
ト http://w

w
w

.rei-tsujim
oto.com

大
澤
美
穂
さ
ん（
高
43
）　
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
卒
業
、

同
研
究
科
を
経
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
王

立
音
楽
院
卒
業
。
第
10
回
園
田
高
弘

賞
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
2
位
、
第

47
回
ブ
ゾ
ー
ニ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
並
び
に「
ブ
ゾ
ー
ニ
作
品
賞
」受

賞
。
欧
州
で
の
演
奏
活
動
の
後
、
帰
国
し
て
東
京
と
関
西

を
中
心
に
数
多
く
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。
そ
の
後
も
ベ

ル
ギ
ー
各
地
に
て
リ
サ
イ
タ
ル
。
2
0
0
7
年
は
N
H
K

「
プ
レ
ミ
ア
ム
10
」に
出
演
。
現
在
は
ソ
ロ
を
中
心
に
室
内

楽
、T
V
、映
画
な
ど
で
幅
広
い
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
る
。

在
校
生
に
よ
る
演
奏

歌
劇『
ア
イ
ー
ダ
』よ
り「
凱
旋
行
進
曲
」（
作
曲
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
）こ
の
曲
は『
ア
イ
ー
ダ
』の
劇
中
で
、
エ
チ
オ
ピ
ア
軍

と
の
戦
い
に
勝
利
し
た
エ
ジ
プ
ト
軍
の
栄
光
を
称
え
、
凱

旋
を
祝
う
場
面
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。
音
楽
選
択
者
を
中
心

に
し
て
有
志
総
勢
約
2
0
0
名
の
合
唱
と
、
総
勢
約
70
名

の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
豊
中
高
校
の
1
0
0
周
年
の

栄
光
を
称
え
、
祝
福
の
意
を
表
現
し
た
大
き
な
ス
ケ
ー
ル

の
作
品
を
目
指
し
て
い
る
。

 創立100周年の式典と祝賀パーティ
あと半年、来春5月7日（金）午後から

い
よ
い
よ
あ
と
半
年
に
迫
ま
っ
た
記
念
式
典
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
の
内
容
が

百
周
年
記
念
実
行
委
員
会
の
「
式
典
部
会
」（
須
賀
寅
充
部
会
長
）
を

中
心
に
固
ま
っ
て
き
た
。

★
記
念
式
典
出
演
者
と
講
演
者
の
紹
介
と
内
容

記
念
講
演

村
上　
優
さ
ん（
高
20
）

演
題「 

天
、
共
に
在
り 

— 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
中
村
哲
医
師
の
仕
事
」

九
州
大
学
医
学
部
卒
業
、
国
立
肥
前

療
養
所
に
勤
務
。
精
神
医
学
を
専
攻
し

依
存
症
医
学
、
司
法
精
神
医
学
が
専
門
。

国
立
病
院（
国
立
病
院
機
構
）の
精
神
科

施
設
の
肥
前
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
、
花

巻
病
院
、
琉
球
病
院
、
榊
原
病
院
さ
い

が
た
医
療
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
。
そ
の
間

K
in

g

’s C
o

lle
ge

 Lo
n

d
o

n
, 

Institute of  Psychiatry
で
司
法
精

神
医
学
を
学
ぶ
。
中
村
哲
医
師
は
大
学

と
国
立
肥
前
療
養
所
の
先
輩
に
あ
た
り

１
９
７
９
年
に
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山

脈
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
中
村
医
師
に
同

行
。
１
９
８
３
年
中
村
医
師
の
活
動
を

支
援
す
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
創
立
に
参

加
、
１
９
９
２
年
事
務
局
長
、
２
０
０

６
年
副
会
長
、
２
０
１
７
年
会
長
と
な

り
、
２
０
２
０
年
中
村
医
師
の
後
を
継

い
で　

Peace Japan M
edical 

Services PM
S

総
院
長
に
就
任
。
裏

方
と
し
て
中
村
医
師
を
支
え
た
。

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
15
分　

豊
中
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

午
後
6
時
30
分
か
ら　

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
大
阪
市
北
区
茶
屋
町
）

アフガニスタン国正装を身につけPMS総院長に就任する村上
氏（写真中央）　写真＝村上氏提供　2020年2月13日撮影
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令和2年4月、コロナ休校指示で、新学期を校舎で迎えられなくなっ

た生徒一人一人に対し、家庭学習により学業を滞りなく進めるため、

「課題プリント」の「ゆうパック」個別発送作業等が始まり、異例で

普段の数倍も多忙を極めた先生方に惜しみない努力があった。とりわ

け、3月末に完工し、新たに教室に設置されたプロジェクター等のIT

機器による授業を、若手各教科担当が駆使してビデオ配信、生徒が

ダウンロードして、さらに家庭学習の深化推進に役立てた。ITによる

授業内容の充実が図られ、すでに能勢分校と進めてきた新しい形の

遠隔授業に加え、授業の仕方に進化があり、授業方法と学習効果、

双方の向上があったと思われる。

このビデオ教材を受け取った新一年生の中には、自宅学習でありな

がら、新品の制服に袖を通して、勉

強していた生徒もいると聞いている。

今回、各教室へのIT機器の設置

は、令和2年2月29日までに寄せられ

た100周年記念事業の特定寄付金

の一部、約1200万円により実現した。

加古隆ピアノ・ソロ・コンサート
令和3年3月12日（金）に再延期
於：豊中市立文化芸術センター

9月18日に開催予定だった、「加古隆ピアノ・ソロ・コンサー
ト」は、当節の社会情勢に考慮し、開催を再度延期、令和3
年3月12日（金）に同会場、開場18時、開演19時にて開
催することになった。100周年記念実行委員会は、公演等
の中止が続く現状を踏まえ、加古氏と会場の日程等の調整
を行い、8月1日、令和3年3月12日に再延期する臨時決議
をした。

お問い合せ： 豊中高校創立100周年記念事業実行委員会
事務局（豊中高校内　豊陵会事務局）
TEL：06-6849-4973
E-meil:office@houryou.org
（開局：月・水・金の10 〜 15時）

　「2021年100周年記念誌」
令和3年5月発行、予約販売開始
令和2年内に、ほとんどの内容が完了

記念誌部会で進められる「100周年記念誌」の
編集作業は、本年8月に表紙絵（作：高18飯田 誠）
が決まり（18面掲載）、校正作業が大詰めを迎えた。

令和2年内に、すべての内容がほぼ出揃う見込み
となり、令和3年1月〜 3月、3学期の学校行事や
データが加わり、5月の発行に向け、A4判300ペー
ジの印刷・製本の作業が開始する。

100周年記念実行委員会は、一般会員向けに記
念誌の購入予約を始めた。（18面に募集案内）

　ヒマラヤ杉の記念植樹は
来年2月ごろ　

校門のヒマラヤ杉の後継2世の植樹
が来年2月に行われることになった。
高さ3m以上の苗木選定を記念事業部
会・湊稔さんらが中心になって進める。

風のイメージと銀杏の
「創立100周年記念ロゴマーク」が決まる

令和2年9月11日、豊中高校にて開催された創立
100周年記念事業実行委員会役員会において、創
立100周年記念ロゴマークの選出作品をデザイン
した高75越智一勝さんに、高坂実行委員長から平
野校長が作成した表彰状が授与された。5月コロナ
禍休校中の美術選択者1・2年生の課題対象と自治
会の募集活動により校内で始まったロゴマーク募
集の応募総数約180点のうちPTAが選定した最優
秀作品となり、創立100周年記念事業に盛大な華
が添えられた。

IT活用授業を生徒へ配信　コロナ休校中も授業に進化と充実
100周年記念事業
　「プロジェクター等IT機器の教室設置」が活躍

後輩の活躍は先輩の活力

創立100周年記念事業　「特定寄付」は完了
コロナ禍中も新設備が大活躍

記念事業のうち、教育施設充実のための「特定寄付」はこの
2月で締め切り、目標額をほぼ達成した。

これをうけて実行委員会は「豊陵ホール」の新装整備、授業
教室へのIT機器設置、教科準備室整備の3大事業の完成に取り
かかり、関係者の協力で夏休み中に完成した。それぞれの設備
はコロナ禍の中で機能を発揮、百周年事業の目的を果たした。

残るは「教育基金」新設など、「一般寄付」の目標達成への
協力、呼びかけがポイントとなる。
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豊陵ホールでのアクティブ・ラーニング
　　　令和2年9月16日　豊中高校第2限＝英語科授業

今夏、休業中に特定寄付金を活用して、食堂の改装工事が
進められていた「豊陵ホール」は、8月25日、稼動を始めた。
2学期が始まり、すぐに授業への活用が始動、英語科、安福一
貴首席（高57）の授業をのぞいてみた。

まず、生徒がホワイトボードなど準備し、会場設営が行わ
れ着席、安福先生のパワーポイント資料＝いわゆる従来の板
書、が映し出され、授業が始まる。コロナの影響でクラスの
半数の生徒での授業となる。先生の指導のもと、①生徒4人
1組のグループ5組（計20名）に予めそれぞれ英訳の課題が与
えられ、②グループの中の1人の生徒が各グループのホワイト
ボードに答案訳文を板書し、③まずは4人のグループの中で討
議が行なわれて答案が練られる。④さらに別のグループから
の指摘を受ける。おかしい、気になる、他の表現がある等と
思うところに赤のアンダーラインがそれぞれ入る。⑤最後に
安福教諭が、指摘・評価をそれぞれのグループに行い、最後
に解説を交えて模範解答をメインの画面で示す。

終始、課題訳文に集中して、1人から仲間、さらに別のグルー
プの仲間、加えて先生と積み上がる段階を経て、生徒も仲間
と議論し、先生の解説も熱心に聴き、楽しんで取り組んでいた。

午前の授業中、従来通り食堂としても活用される豊陵ホー
ルには、調理の香りも漂い、生徒達は、向学心と食欲、あら
ゆる感覚に刺激を受けていたことだろう。

　「100」の人文字を撮影
　　　　　　　　　　　ドローンが校庭に飛来

10月13日のお昼前、ドローン1機が秋晴れの豊高校庭上空に
やってきた。

校庭には中間考査が終り、創立100年を表す人文字「100」
に並ぶ生徒のほか、平野校長はじめ職員・全校生徒に加え、午
後の会議に出席の豊陵会・高坂会長・三木副会長らも澄みわたっ
た空を見あげて、ドローンの飛来を見守った。

「間もなく本番です」「みんなマスクを外して喋らないよう
に！」。

撮影は成功。写真は来年5月発行の「創立100周年記念誌」
の巻頭グラビアページを飾る。（下の写真）

　校歌レリーフは、令和2年末までに設置

校歌レリーフ製作設置は、総務部会で書体・材料等の検討が行
われ、北原白秋（作歌）山田耕筰（作曲）自筆原稿を拡大した「豊
中中学校歌」を豊陵ホール、「豊中高校校歌」を体育館に設置す
ることが10月に決定。令和2年末までには、設置される予定。

後輩の活躍は先輩の活力

創立100周年記念事業　「特定寄付」は完了
コロナ禍中も新設備が大活躍

「100」の人文字③グループでの討議 ⑤先生の解説を熱心に聴く生徒

体育館に設置される校歌レリーフイメージ 豊陵ホールに設置される校歌レリーフイメージ
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寄付金総額
金
額（
万
円
）

年
月（
末
日
）

19
年
３
月

19
年
４
月

19
年
５
月

19
年
６
月

19
年
７
月

19
年
８
月

19
年
９
月

19
年
10
月

19
年
11
月

19
年
12
月

20
年
１
月

20
年
２
月

20
年
３
月

20
年
４
月

20
年
５
月

20
年
６
月

20
年
７
月

20
年
８
月

20
年
９
月

0
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2000
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7000

8000

2020 年 9 月 30 日現在
76,144,365 円

「
豊
高
教
育
基
金
」設
立
め
ざ
し

　
　
　
百
周
年
募
金
、後
輩
へ
、

先
輩
と
し
て
最
大
限
の
パ
ワ
ー
を

昨
年
３
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
創

立
百
周
年「
１
億
円
募
金
活
動
」は

「
豊
陵
ホ
ー
ル
」の
新
設
な
ど
母
校

の
施
設
充
実
の
た
め
の「
特
定
寄

付
」は
、
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し
て

締
切
り
、
予
算
を
使
っ
て
の
関
係

工
事
は
８
月
に
終
了
し
、
す
で
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、「
豊
高
教
育
基
金
」の
設

立
を
柱
と
す
る「
一
般
寄
付
」は

「
コ
ロ
ナ
」の
影
響
も
あ
っ
て
６
月

以
後
の
募
金
が
伸
び
止
ま
り
、
あ

と
２
、４
０
０
万
円
の
目
標
額
達

成
が
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
最

後
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
教
育

基
金
の
新
設
は「
海
外
研
修
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
の
一
端
を
支
援
す
る
」こ
と

を
目
標
に
百
周
年
事
業
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
、
府
の
財
源
で

は
支
出
で
き
な
い
本
校
独
自
の
事

業
で
あ
る
。
他
府
県
で
は
百
周
年

事
業
の
第
一
に「
海
外
留
学
制
度

の
設
立
」を
挙
げ
て
い
る
高
校
が

あ
る
。

10
月
25
日
の
第
２
回
評
議
員
会

で
は
、２
、０
５
０
件
１
、８
５
３
万
円

の
ま
ま
で
停
止
状
態（
９
月
末
）の

「
一
般
寄
付
」目
標
の
達
成
に
対

し
、今
後
の
募
金
活
動
に
つ
い
て
、

「
コ
ロ
ナ
で
伸
び
悩
ん
で
い
る
か

ら
無
理
を
し
な
く
て
も
い
い
の
で

は
」と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、

募
金
全
体
を
担
当
す
る
三
木
俊
博

副
会
長
は「
足
踏
み
し
て
い
る
寄

付
金
の
状
況
で
は
あ
る
が
、後
輩
、

在
校
生
に
対
し
て
は
最
大
限
の
こ

と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
先
輩
と

し
て
悔
い
の
残
ら
な
い
募
金
活
動

を
最
後
ま
で
行
う
。」と
述
べ
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
他
に
新
た
に

芳
名
録
に
掲
載
の
協
賛
広
告
募
集

を
加
え
、
募
金
活
動
を
世
話
役
か

ら
、
さ
ら
に
支
援
す
る
有
志
に
拡

大
し
、
ま
だ
寄
付
の
な
い
同
窓
生

や
法
人
団
体
に
声
を
か
け
、
既
に

寄
付
を
し
た
同
窓
生
に
も
、
追
加

で
寄
付
を
呼
び
か
け
る
。

募
金
現
況
は
卒
業
期
別
の
ば
ら

つ
き
が
大
き
く
、
評
議
員
の
呼
び

か
け
を
中
心
に
募
金
参
加
が
多
い

卒
業
期
が
あ
る
一
方
で
、
期
全
体

に
募
金
活
動
が
周
知
さ
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
卒
業
期
が
あ
り
、

「
空
白
卒
業
期
」へ
の
呼
び
か
け
も

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。（
左

ペ
ー
ジ
７
面
の
グ
ラ
フ
）

本
年
度
第
２
回
の
評
議
員
会
が
10

月
25
日
、
百
周
年
募
金
・
特
定
寄
付

の
予
算
で
新
装
に
な
っ
た「
豊
陵

ホ
ー
ル
」の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
同

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た（
写
真
）。

ホ
ー
ル
は
以
前
の
食
堂
ス
ペ
ー
ス
を

学
年
集
会
・
大
き
な
会
議
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
会
議
用
機
器
・
椅
子
な

ど
を
整
備
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
。

評
議
員
会
の
議
題
は
１
０
０
周
年

記
念
事
業
、
次
年
度
計
画
、
幹
事
・

評
議
員
の
選
任
な
ど
に
つ
い
て
。
開

会
あ
い
さ
つ
で
高
坂
会
長
は
百
周
年

事
業
に
つ
い
て
豊
陵
会
各
位
の
協
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
残
る
募
金

目
標
達
成
の
た
め
に
い
っ
そ
う
の
支

援
を
依
頼
し
た
。
続
い
て
平
野
校
長

が「
コ
ロ
ナ
」に
関
わ
る
学
校
の
動
き

を
報
告
、
進
学
状
況
で
阪
大
へ
の
伸

び
が
好
調
で
あ
っ
た
等
を
述
べ
た
あ

と
、
特
定
寄
付
で
学
校
施
設
の
進
化

へ
の
感
謝
を
添
え
て
１
０
０
周
年
へ

同
窓
会
と
し
て
の
継
続
支
援
を
お
願

い
し
た
。

高
坂
会
長
が
議
長
席
に
つ
き
、
ま

ず
、
幹
事
に
高
21
加
堂
裕
規
さ
ん
・

高
48
古
澤
頼
秋
さ
ん
の
２
名
、
評
議

員
に
、
高
21
牧
野
隆
さ
ん
・
高
55
川

口
峰
広
さ
ん
・
高
72
小
西
遥
登
さ
ん
・

高
72
藤
原
碧
士
さ
ん
・
高
72
碇
本
優

衣
さ
ん
の
５
名
が
承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画
で

は
、
１
０
０
周
年
祝
賀
会
の
参
加
促

進
と
共
に
、
総
会
を
来
秋
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

目
標
に
対
す
る
不
足
額
、

２
、４
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
多
く

の
意
見
が
あ
り
、
今
後
の
募
金
活
動

に
つ
い
て
三
木
副
会
長
か
ら
、
先
輩

と
し
て
後
輩
に
で
き
る
限
り
の
こ
と

を
し
て
悔
い
を
残
し
た
く
な
い
、
と

発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
高

坂
会
長
が
、「
数
多
く
の
お
声
が
け

で
、
寄
付
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
同

窓
生
を
繋
ぐ
豊
陵
会
ら
し
い
活
動
と

し
て
ほ
し
い
」と
述
べ
、
新
た
に
協

賛
広
告
募
集
を
加
え
た
募
金
活
動
が

承
認
さ
れ
た
。

次
回
の
評
議
員
会
は
２
０
２
１
年

２
月
中
旬
の
開
催
の
予
定
。

募
金
活
動
は
、
協
賛
広
告
募
集
が
加
わ
る

総
会
は
来
秋
開
催

令
和
2
年
度
第
2
回
評
議
員
会

在校生のための募金活動を
（令和2年10月25日　幹事・評議員会

 於：豊陵ホール）
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年
完
成
）
の
技
術
を
用
い
る
な
ど
、

現
地
の
生
活
や
自
然
と
折
り
合
っ
た

方
法
を
講
じ
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
の
大
旱
魃
で
は
、
ア

フ
ガ
ン
東
部
山
岳
地
帯
に
設
置
し
て

い
た
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
食
糧

不
足
と
不
潔
な
水
で
赤
痢
な
ど
の
患

者
が
急
増
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
井

戸
掘
り
事
業
が
始
ま
り
１
６
０
０
本

を
作
り
ま
し
た
が
、
旱
魃
は
さ
ら
に

広
が
り
ま
し
た
。
地
下
水
の
枯
渇
で

井
戸
が
す
ぐ
に
枯
れ
て
い
く
の
を
見

て
、
７
０
０
０
ｍ
級
の
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ

シ
ュ
山
脈
か
ら
の
雪
解
け
水
を
集
め

る
ク
ナ
ー
ル
川
か
ら
水
を
引
く
用
水

路
計
画
を
中
村
医
師
が
提
唱
し
、

２
０
０
３
年
着
工
。
２
０
１
０
年
に

全
長
２
５
．
５
㎞
の
マ
ル
ワ
ア
ー
ド

用
水
路
の
完
成
、
そ
の
後
２
０
１
９

年
ま
で
に
８
か
所
の
取
水
堰
を
建
設

し
１
６
、５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

が
回
復
し
、
沙
漠
も
緑
化
を
し
ま
し

た
。
65
万
人
の
農
民
の
生
活
が
支
え

ら
れ
た
時
に
は
大
き
な
喜
び
を
現
地

の
人
た
ち
と
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

「
一
隅
を
照
ら
す
」生き

方
の
共
感

―
村
上
先
生
が
事
前
に
送
っ
て
下
さ
っ

た「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
」
に
、
カ
ラ
ー

で
緑
の
大
地
に
変
わ
っ
て
い
く
写
真
が

あ
り
、
私
も
た
い
へ
ん
貴
く
壮
大
な
事

業
と
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
立
ち
上

げ
、
陣
頭
指
揮
で
ま
だ
ま
だ
推
進
し
う

る
中
村
先
生
の
死
は
本
当
に
残
念
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。

中
村
先
生
は
、
九
州
大
学
医
学
部

惜
し
く
も
中
村
医
師
が
凶
弾
に
倒

れ
、
長
年
共
に
活
動
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
事
務
局
長
、
そ
の
後
は
会
長
を

務
め
て
い
た
私
が
、
ア
フ
ガ
ン
の
Ｐ

Ｍ
Ｓ
職
員
の
要
請
で
総
院
長
を
引
き

継
ぎ
中
村
医
師
の
事
業
を
継
続
し
、

そ
の
夢
を
引
き
継
ぐ
決
意
を
し
ま
し

た
。「
今
後
さ
ら
に
20
年
間
に
わ
た
り

現
地
事
業
が
自
立
す
る
ま
で
支
援
す

る
よ
う
に
」
と
の
生
前
の
中
村
医
師

の
要
請
で
、
3
年
前
よ
り
、
ア
フ
ガ

ン
現
地
組
織
で
あ
る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
密
な

連
携
を
す
る
目
的
で
、
従
来
か
ら
全

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
て
い
た

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
中
に
、
中
村
医

師
と
現
地
で
20
年
に
わ
た
り
行
動
を

共
に
し
た
藤
田
看
護
師
を
室
長
と
す

る
専
従
者
「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
中
村
医
師
の
死
は
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
支
援
室
が
推
進
す
る
、
医
療・

水
利
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
と
の
連

命
を
つ
な
ぐ

「
緑
の
大
地
計
画
」を
推
進

―
こ
の
た
び
は
、
母
校
創
立
１
０
０
周

年
記
念
式
典
の
講
演
を
お
引
き
受
け
い

た
だ
き
、
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
村
上
先
生
は
、
昨
年
12
月
、

現
地
武
装
勢
力
の
襲
撃
で
亡
く
な
ら
れ

た
P
M
S
総
院
長
の
中
村
先
生
の
遺
志

を
引
き
継
ぎ
、同
総
院
長
に
就
任
さ
れ
、

今
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（Peace Japan M

edical 
Service

＝
平
和
医
療
団
日
本
）
総
院

長
中
村
哲
（
て
つ
）
医
師
の
36
年
間

に
わ
た
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
／
Ｐ
Ｍ

Ｓ
の
活
動
は
、
当
初
、
主
に
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
や
ア
フ
ガ
ン
難
民
へ
の
医

療
支
援
が
目
的
で
始
ま
り
、
戦
乱
、

大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
、
砂
漠
と
化
し

て
い
く
広
大
な
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺

境
州
「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
」
お
よ
び
国

境
を
接
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部

山
岳
地
域
に
医
療
、
灌
漑
用
水
路
設

置
お
よ
び
農
業
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
「
緑
の
大
地
計
画
」
は
「
食

糧
が
作
れ
な
か
っ
た
ら
命
は
救
え
な

い
」
と
の
思
い
で
立
て
ら
れ
、
現
地

の
人
々
の
命
を
つ
な
ぎ
、
困
難
な
状

況
で
食
料
自
立
を
促
進
す
る
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

は
こ
の
中
村
医
師
の
活
動
を
広
報
や

人
材
交
流
を
通
し
て
財
政
面
で
の
支

援
を
す
る
目
的
で
１
９
８
３
年
に
結

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
２
年
上
の
先
輩
で
、１
９
７
４
年
、

大
学
卒
業
後
に
、
中
村
先
生
の
勤
め

て
い
た
国
立
肥
前
診
療
所
（
現
・
国

立
病
院
機
構
肥
前
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
）
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
実
質
的

な
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
９
７
９
年
に
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ

山
脈
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
誘
わ
れ
、

当
時
は
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵

攻
の
影
響
で
約
１
ヵ
月
の
足
止
め
を

さ
せ
ら
れ
、
山
中
で
満
天
の
星
を
眺

め
な
が
ら
医
療
の
こ
と
か
ら
人
生
の

こ
と
ま
で
語
り
明
か
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
人
間
の

命
や
生
き
方
に
つ
い
て
中
村
先
生
の

思
索
の
深
さ
と
広
さ
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

中
村
先
生
は
、
１
９
８
３
年
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
病
院
に
派
遣
が
決
ま
り
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
私
も
参
加
し
て
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
が
発
足
、
１
９
９
２

年
、
前
任
の
事
務
局
長
の
死
去
に
伴

い
事
務
局
長
を
引
き
継
い
で
今
日
ま

で
一
緒
に
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

中
村
先
生
は
現
場
の
人
で
あ
る
と

同
時
に
、
多
く
の
言
葉
を
そ
の
著
書

や
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
に
残
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
活
動
は
中
村
先
生
の

意
志
も
、
そ
の
夢
も
引
継
ぎ
、
彼
の

存
在
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
継
続
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
、そ
の
時
々

の
状
況
と
発
し
た
多
く
の
言
葉
の
集

積
は
、
九
州
大
学
中
央
図
書
館
が
、

中
村
先
生
の
活
動
記
録
と
し
て
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
計
画
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。「
一
隅
を
照
ら
す
」「
天
、
共

携
体
勢
を
整
え
る
途
上
の
事
で
し

た
。
現
地
活
動
を
正
し
く
伝
え
、
中

村
医
師
の
行
動
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
事
業
の
継
続
の
柱
と
し
て

お
り
、
近
年
で
は
ア
フ
ガ
ン
ス
タ
ッ

フ
や
ア
フ
ガ
ン
政
府
関
係
者
の
日
本

で
の
交
流
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

―
こ
こ
に
至
る
ま
で
数
々
の
困
難
が

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が

ハ
ン
セ
ン
病
が
発
生
す
る
地
域
は

貧
し
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
く
わ
え
て

戦
争
と
旱
魃
で
、
戦
争
難
民
だ
け
で

な
く
飢
餓
難
民
と
な
る
し
か
な
い
状

況
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
日
本

に
は
伝
わ
ら
ず
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
の
医
療
機
器
を
駆
使
し
た

医
療
で
な
く
医
師
が
触
診
し
て
理
学

的
所
見
を
と
り
少
な
い
検
査
体
制
で

診
療
を
行
い
、
用
水
路
も
機
械
力
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
日
本
で
は
江
戸

時
代
に
造
ら
れ
た
山
田
堰（
１
７
９
０

誰
も
や
り
た
が
ら
な
い
こ
と
を
や
る

ペシャワール会会長 /
PMS総院長

高 20　村上　優さん

令和2年10月3日
ペシャワール会総会にて
（スライド中央は中村哲医師）

私
の
針
路
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令和2年春の叙勲（令和2年4月29日発表）
■ 高10木原敬介さん　元堺市長　　　旭日中綬章
■ 高17柏原正樹さん　京大名誉教授　瑞宝重光章

■ 高8新宮　晋さん　「地球アトリエ」構想展が令和2年9月22日から
10月9日まで兵庫県立美術館で開催される。―世界に一つしかない
ものを創る楽しさ！夢を形にする喜び！―『地球アトリエ』は、三田
市にある県立有馬富士公園内、「新宮晋　風のミュージアム」の隣
に建設が予定されている芸術・文化施設で、様々な分野で活躍す
る芸術家・科学者たちと一緒に地球の未来について考え、発表、発
信をする。森と湖に囲まれた自然豊かな環境の中に木造の建物群が
広場を囲んで繋がっている。イメージスケッチと20分の1模型などで
「地球アトリエ」を紹介。令和2年12月11日から15日まで、三田市の
郷の音のホールでも同様の展覧会が開催される。

■ 高13北　修爾さん　阪和興業元社長・第23代同窓会長。令和2年
4月23日、母校へ「パピルス」が贈られた。この「パ
ピルス」は、北さんが、現役社長時代に中東の取
引先からいただいたエジプトの「パピルス」で、生
徒が世界史の授業で、ぜひ本物に触れてもらえれ
ばとの思いから寄贈された。（令和2年4月24日豊中
高校ホームページ「校長室より」）

■ 高17柏原正樹さん　令和2年4月、自身が所属する京大数理解析研
究所が編集し、欧州数学会が発行する権威ある専門学術誌「PRISM
（プリズム）」の特別号の共同編集委員長として、数学の未解決問
題＝超難問「ABC予想」証明論文の審査に携わる。

■ 高37守本正宏さん　令和2年4月23日付日本経済新聞電子版。自身
が代表取締役社長を務める株式会社FRONTEO（東京都港区）が、
既存薬を別の病気に転用する「ドラッグリポジショニング」の研究
に使える人工知能（AI）を開発、新型コロナウイルス感染症の治療
薬の候補を既存薬の中から複数見つける事に成功した。製薬企業
に情報提供し、治療薬の臨床試験（治験）や早期承認につなげる
ことを目指す、と報じた。

■ 高43大澤美穂さん　9月30日20時「オンラインで聴く！室内楽ライ
ヴコンサートGift of Music　音楽の贈り物」（https://youtu.be/
Ha1W1VM8n4o）を開催。コロナ禍で6・7月のコンサートを中止し、
自粛生活を強いられる中、音楽に何かできないかと、たまたま出会っ
た大学の同級生と企画した。「シューベルト『ます（鱒）』などの明
るい演奏を安心して聴いて、軽く晴れやかな気持ちになっていただ
ければ」との心のこもる演奏をオンラインで披露した。

■ 高54川上博之さん　令和2年9月18日朝日新聞デジタル。医師免許
を持たずにタトゥー（入れ墨）を施したとして医師法違反の罪に問
われていた控訴審を担当。「タトゥーは医療行為ではないとして」平
成30年の大阪高裁の無罪判決を、令和2年9月16日、最高裁が上告
を退け、無罪が確定する。

■ 高56髙橋留唯さん　令和2年6月15日、母校にマスクが贈られる。
医療従事者を志していた髙橋さんは、国家試験合格を機に、コロナ
禍の中、大学医学部附属病院に就職し活躍中。マスク受け取りの報
せを聞いた豊陵会事務局は、髙橋さんの心遣いと同窓のつながりに、
たいへん温められた、と喜びの感想を語った。

■ 高73村越　桜さん　広報とよなか令和2年4月号「夢・きらめき　
豊中っ子」に掲載される。幼少のころから歌うことが大好きな村越
さんは、小4で「すいたティーンズクラシックフェスティバル」に初
出場、合唱とは違う「自由に自分の表現で歌えるのが楽しかった」
と声楽の魅力を知り、中2で同コンクールにもう一度出場、声楽部門
で中学生以下では初の「さつき賞」を見事受賞する。音楽大学への
進学を意識し始め、音楽・声楽の勉強に勤しむ中、高2で「第11回
東京国際声楽コンクール」西日本準本選をモーツアルトの「フィガ
ロの結婚」を歌い9位入選、全国大会では、モーツアルトのオペラ「ド
ン・ジョバンニ」の中で歌われるアリア「恋人よ、さあこの薬を」
を選曲し、本番直前の舞台袖では、歌詞の順番が不明になりパニッ
クになるも、「歌詞や心情を大切に、練習を重ねた」という村越さん
は舞台で歌い始めると自然と歌詞があふれてきたと言う。結果、全
国大会第五位、思わぬ好成績だった。将来、「どんな道に進むとし
ても、歌い続けたい」と夢を語る。

に
在
り
」
と
語
り
、「JU

ST
 D

O
 IT

（
実
行
あ
る
の
み
）」
と
示
し
て
く
れ

た
行
動
力
と
胆
力
を
身
近
に
感
じ
て

こ
ら
れ
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

私
亡
き
後
も
、
中
村
先
生
の
大
志
を

推
進
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

自
分
を
置
い
て
、
心
豊
か
に

―
村
上
先
生
は
、
ど
う
し
て
医
師
を
目

指
さ
れ
た
の
で
す
か
。

医
学
部
を
志
願
し
た
の
は
、
父
親

が
外
科
医
で
ず
っ
と
そ
の
背
中
を
見

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学

は
、
ま
ず
は
「
合
法
的
な
家
出
」
と

し
て
、
遠
方
に
出
た
か
っ
た
の
が
大

き
な
理
由
（
笑
）
で
、
豊
高
で
生
物

科
の
先
生
が
東
北
大
出
身
で
面
白

く
、
親
に
東
北
大
に
行
き
た
い
と
申

し
出
た
と
こ
ろ
、
兄
が
九
州
に
い
る

の
で
同
じ
と
こ
ろ
に
し
ろ
と
言
わ
れ
、

九
州
大
を
志
望
し
ま
し
た
。

精
神
科
医
の
道
に
進
ん
だ
の
は
精

神
医
療
の
変
革
を
夢
見
て
、
精
神
科

医
療
の
法
的
側
面
に
誰
も
手
を
着
け

よ
う
と
し
な
い
こ
と
を
知
り
、
法
律

に
も
興
味
が
湧
い
た
た
め
で
し
た
。

世
の
た
め
人
の
た
め
と
よ
く
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
死
を
迎
え
た
時
に

い
い
人
生
だ
っ
た
と
、
心
豊
か
な
人

生
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

誰
も
が
好
む
経
験
よ
り
も
、
誰
も
や

り
た
が
ら
な
い
こ
と
の
経
験
に
、
中

村
先
生
に
出
会
っ
た
よ
う
に
新
し
い

大
き
な
出
会
い
が
生
ま
れ
、
心
の
豊

か
さ
が
育
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
現
場
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、
誰
も
し
た
が
ら
な
い
依
存

症
や
司
法
精
神
医
学
を
手
掛
け
、

様
々
な
地
方
の
公
的
医
療
現
場
に
自

ら
志
願
し
て
赴
任
し
、
立
て
直
し
や

活
性
化
に
寄
与
で
き
た
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

―
ど
ん
な
豊
高
生
活
で
し
た
？　
そ
の

体
験
と
一
緒
に
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
高
時
代
は
、山
登
り
に
よ
く
行
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
山
登

り
の
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
剣
道
部

に
入
り
ま
し
た
（
笑
）。
和
気
あ
い
あ

い
と
、
ギ
ス
ギ
ス
し
た
と
こ
ろ
の
な

い
豊
高
生
活
、
部
活
か
ら
帰
り
、
食

事
し
て
、
す
ぐ
に
眠
り
、
自
ず
と
計

画
を
し
て
い
た
の
か
朝
か
ら
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
勉
強
も
し
て
、
試
験
が
あ

る
か
ら
あ
せ
っ
て
勉
強
し
た
記
憶
も

な
く
、
あ
ん
ま
り
目
立
っ
た
こ
と
は

し
な
く
て
、
ほ
ん
と
う
に
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

今
の
豊
高
生
が
ど
ん
な
考
え
や
過

ご
し
方
を
し
て
い
る
の
か
具
体
的
に

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
ら
の
損
得

は
置
い
て
、
自
然
や
未
来
、
そ
し
て

人
の
生
活
・
人
生
と
広
く
大
き
な
視

点
に
立
っ
て
、
新
し
い
出
会
い
と
経

験
を
生
み
出
し
、
心
豊
か
に
歩
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
式

典
で
の
講
演
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
令
和
２
年
10
月
５
日　

新
潟
―
大
阪
間
リ
モ
ー
ト
会
議
に
て

　
南
里
吉
彦
）

9 令和2（2020）年11月20日発行



豊
中
高
校
創
立
百
周
年
の
夢

思
い
出
を
積
み
重
ね
て
大
切
な
思
い
出
記
録
も
写
真
も
な
い
け
れ
ど
‥

あ
と
半
年

■ 

平
和
な
時
代
、
幸
せ
に
思
い
ま
す

中
23　
飯
嶌　
宏

中
学
3
年
生
に
ち
ょ
う
ど
上
が
っ
た
頃
に
、
私
た
ち

全
員
が
、
当
時
、
三
国
に
あ
っ
た
ア
ル
ミ
の
鋳
物
工
場

に
勤
労
動
員
と
な
り
ま
し
た
。
18
歳
の
時
で
す
。
飛
行

機
の
部
品
に
使
わ
れ
て
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、
木
型

を
砂
に
埋
め
て
砂
型
を
作
り
、
そ
の
砂
型
に
ピ
ン
ク
色

の
溶
け
た
ア
ル
ミ
を
流
し
込
む
光
景
は
、
よ
く
覚
え
て

お
り
、
机
を
並
べ
た
と
い
う
よ
り
も
、
仲
間
と
肩
を
並

べ
て
、汗
を
か
い
て
お
り
ま
し
た
。
工
場
で
出
さ
れ
る
、

お
昼
ご
は
ん
は
、
豆
メ
シ
と
言
っ
て
、
米
不
足
の
た
め

大
豆
を
加
え
て
一
緒
に
炊
い
た
ご
は
ん
と
、
お
か
ず
が

な
ん
だ
っ
た
か
は
、
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
と
て
も

あ
り
が
た
く
楽
し
み
な
こ
と
で
し
た
。

戦
争
が
、
本
土
に
及
び
、
工
場
の
事
務
所
も
空
襲
に

遭
い
、
豊
中
駅
付
近
に
も
、
何
発
か
落
ち
た
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
私
自
身
が
豊
中
中
学
の
近
所
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
学
校
と
工
場
で
会
う
仲
間
の
書
類
の
通
信

役
や
、夜
中
で
も
空
襲
の
際
に
は
、学
校
に
駆
け
つ
け
て
、

学
校
を
守
る
役
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お

り
、
昔
の
校
舎
に
機
銃
掃
射
の
あ
と
が
あ
り
、
こ
の
時

は
突
然
で
し
た
の
で
、
自
宅
に
お
り
ま
し
た
が
、
バ
リ

バ
リ
バ
リ
と
た
い
へ
ん
な
音
が
し
て
、怖
か
っ
た
で
す
。

あ
れ
か
ら
平
和
な
世
の
中
が
続
い
て
、
今
の
時
代
の

生
徒
さ
ん
に
も
、
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

■ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
人
生
の
原
点高

1　
西
島　
靖
之

私
は
、
高
校
1
回
卒
の
西
島
で
す
。
現
在
、
豊
高
籠

友
会
の
名
誉
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
の

関
係
で
流
れ
ま
し
た
が
、
毎
年
3
月
末
頃
に
母
校
の
体

育
館
で
総
会
を
開
い
て
い
ま
す
。終
戦
ま
で
剣
道
を
や
っ

て
い
ま
し
た
が
、
面
白
そ
う
な
籠
球
部
に
入
部
し
ま
し

た
。
そ
の
時
代
、
体
育
館
は
無
く
ア
ウ
ト
ド
ア
に
地
下

足
袋
で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ー
ト
開
き
の
時
は

多
く
の
先
輩
方
も
来
て
い
た
だ
き
ロ
ー
ラ
ー
を
引
き
地

な
ら
し
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
は
砂
だ
ら
け

試
合
は
体
育
館
の
あ
る
茨
木
高
校
、
北
野
高
校
、
大
教

大
池
田
分
校
、豊
中
高
女（
今
の
桜
塚
高
）な
ど
で
し
た
。

同
期
生
は
、
豊
島
悦
治
（
交
流
な
し
）、
小
林
三
郎
（
他

界
）、
田
中
忠
人
（
所
沢
健
在
）、
木
村
幸
夫
（
他
界
、

神
戸
大
バ
ス
ケ
）、
相
馬
良
行
（
他
界
）
で
し
た
。
府
下

大
会
で
北
野
高
校
、
天
王
寺
高
校
、
八
尾
高
校
、
豊
中

高
校
の
ベ
ス
ト
4
と
な
り
、
優
秀
な
結
果
を
出
し
ま
し

た
。
下
級
生
に
竹
中
（
他
界
）、池
田
、小
野
、吉
村
（
他

界
）、
寺
町
達
が
い
ま
し
た
。
大
学
に
進
学
し
て
続
け
て

い
た
の
は
、
私
と
木
村
君
の
二
人
で
し
た
。
平
成
21
年

3
月
、
ホ
テ
ル
ア
イ
ボ
リ
ー
で
85
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

を
行
い
、記
念
誌
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
在
校
時
、馬
場
、

江
崎
部
長
先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
人
生
の
原
点
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
同
志
社
大
に
入
学
、バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
入
部
、監
督
、

関
西
学
生
連
盟
理
事
長
、
会
長
代
行
、
顧
問

と
道
を
続
け
ま
し
た
。
現
在
で
も
観
戦
に
行

き
ま
す
。

■ 「
慧
眼
」
岡
田
校
長
に
感
謝高

2　
中
西　
寛
治

大
昔
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
19
年
4
月
に
豊

中
中
学
に
入
学
し
、
敗
戦
復
興
混
乱
期
の
25
年
3
月
に

豊
中
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
我
々
の
豊
中
・
豊
高
は

6
年
間
で
人
生
の
最
も
大
切
な
時
期
を
戦
争
、
勤
労
動

員
、
飢
餓
、
敗
戦
、
米
軍
の
占
領
と
い
う
「
今
で
は
理

解
困
難
な
生
徒
生
活
」
を
豊
中
で
送
り
ま
し
た
。

現
在
、
我
が
校
は
優
れ
た
進
学
校
で
す
。
そ
の
萌
芽

が
昭
和
24
年
春
の
学
校
始
動
に
よ
る
「
無
料
補
習
授
業
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
岡
田
剛
校
長
が
「
北
野
に

追
い
付
け
」
と
の
全
校
目
標
を
掲
げ
て
放
課
後
の
無
料

補
習
授
業
を
断
行
し
た
の
で
す
。

当
時
は
〝
塾
〟
は
皆
無
に
近
く
、
我
々
生
徒
も
〝
の

ん
び
り
〟
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
補
習
授
業
の

成
果
は
大
き
く
、
昭
和
25
年
の
大
学
入
試
で
、
東
工
大

1
名
、
京
大
15
名
、
阪
大
30
名
、
神
大
11
名
等
々
と
当

時
と
し
て
は
画
期
的
な
成
果
で
、
今
日
の
発
展
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。

岡
田
校
長
が
我
々
悪
ガ
キ
生
徒
の
素
質
を
見
抜
い
て

お
ら
れ
た
、
そ
の
〝
慧
眼
〟
に
感
謝
で
す
。

■ 

体
力
作
り
を
支
え
た
ク
ラ
ブ
活
動

高
15　
中
出
（
村
田
）
幸
子

豊
高
時
代
の
担
任
は
B
組
で
三
年
間
、
松
浦
先
生
で

し
た
。ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
な
校
風
が
良
か
っ
た
で
す
。

思
い
出
と
言
え
ば
食
物
ク
ラ
ブ
で
し
ょ
う
か
。

文
化
祭
で
は
、
一
、二
年
の
時
は
上
級
生
に
習
っ
て
、

カ
ル
ピ
ス
（
調
理
室
で
部
員
が
手
作
り
し
た
物
）
を
販

売
し
ま
し
た
。
三
年
に
な
っ
て
趣
向
を
替
え
、
三
色
お

は
ぎ
（
こ
れ
も
手
作
り
）
を
販
売
し
た
時
は
、
た
い
へ

ん
好
評
で
、
作
る
の
が
追
い
つ
か
な
い
程
で
し
た
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
体
育
の
北
坂
先
生
に
頼
ま
れ
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
校
内
合
宿
で
の
昼
食
作
り
を

引
き
受
け
ま
し
た
。
此
方
の
部
員
六
人
も
合
わ
せ
て
総

勢
十
何
人
分
の
昼
食
作
り
は
、
毎
日
汗
だ
く
に
な
っ
て
、

豊
高
の
調
理
室
に
一
週
間
通
い
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
先
生
に
料
理
上
手
と
褒
め
て
頂

き
、
部
員
の
方
々
に
感
謝
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の

人
生
で
た
い
へ
ん
意
義
深
い
糧
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
互
い
の
部
員
同
士
仲
良
く
食
事
会
が
出
来
た
こ
と

も
、楽
し
か
っ
た
思
い
出
の
一
コ
マ
で
す
。顧
問
の
茅
野
・

高
野
両
先
生
方
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高１のバスケットメンバー
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を
尊
ぶ
？
高
校
で
し
た
。

も
う
一
つ
印
象
的
な
出
来
事
は
、
当
時
飛
ぶ
鳥
を
落

と
す
勢
い
の
政
治
家
H
氏
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
。
全
校

生
徒
が
校
庭
に
集
め
ら
れ
講
話
の
後
バ
ン
ザ
イ
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
自
由
で
、
半
数
は
従
い
ま
し
た

が
大
勢
が
抵
抗
し
ま
し
た
。
時
は
60
年
代
学
生
運
動
の

走
り
、
の
ど
か
な
豊
高
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
教
室
封
鎖
が

始
ま
り
、
私
達
の
大
学
受
験
時
に
は
東
京
大
学
封
鎖
で

入
試
事
情
が
混
乱
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
激
動
の
豊
高
時
代
で
し
た
が
、
こ
こ
15
年
程

大
小
の
同
期
の
集
ま
り
が
あ
り
、
当
時
の
記
憶
に
な
い

人
た
ち
と
の
交
流
も
増
え
、「
豊
高
21
期
」
そ
れ
だ
け
で

楽
し
く
語
り
合
え
る
の
は
有
難
い
こ
と
で
す
。
僅
か
3

年
で
す
が
今
で
は
大
き
な
大
切
な
3
年
と
感
じ
て
い
ま

す
。

■ 
放
送
ク
ラ
ブ
で

　

 
め
ざ
せ　
櫻
井
よ
し
子
さ
ん
！

高
26　
横
井　
葉
子

根
っ
か
ら
の
体
育
会
系
女
子
で
（
原
文
の
経
過
と
好

成
績
略
）
と
に
も
か
く
に
も
ス
ポ
ー
ツ
一
筋
の
小
・
中

で
し
た
。
豊
高
で
は
母
が
、「
将
来
に
つ
な
が
る
大
切
な

時
期
だ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
一
旦
お
い
て
文
化
部
を
、
女

性
で
も
一
生
の
職
業
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
念
頭
に
学

業
に
も
力
を
入
れ
て
」
と
熱
望
。
白
羽
の
矢
を
立
て
た

放
送
ク
ラ
ブ
が
私
の
魂
へ
さ
ら
に
火
を
つ
け
る
こ
と
に
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催
全
国
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

部
門
に
軽
い
気
持
ち
で
応
募
。
新
聞
の
記
事
で
み
つ
け

た
「
環
境
週
間
」
の
デ
モ
テ
ー
プ
を
送
る
と
府
大
会
出

場
資
格
を
ゲ
ッ
ト
。
自
身
の
作
成
原
稿
と
直
前
に
渡
さ

れ
る
初
見
の
原
稿
を
読
ん
で
の
審
査
で
思
い
も
よ
ら
ず

一
位
、
各
県
代
表
は
各
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
て
特
訓
を
う
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
高
3
夏
休
み
1
カ
月
を
馬

場
町
へ
通
い
つ
め
る
こ
と
に
な
る
と
は
。
菊
谷
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
せ
と
関
西

訛
の
修
正
や
早
口
言
葉
、
一
定
速
度
で
正
確
に
原
稿
を

読
む
と
い
っ
た
熱
血
指
導
。
47
校
出
場
の
全
国
大
会
は
、

神
奈
川
の
名
門
高
が
上
位
を
獲
得
し
て
予
選
敗
退
で
し

■ 

今
の
私
が
あ
る
の
は

高
18　
古
川　
美
重
子

豊
高
の
合
格
発
表
の
日
、
父
が
先
に
見
に
行
っ
て
後

か
ら
行
っ
た
私
に
合
格
だ
と
告
げ
た
の
で
自
分
の
受
験

番
号
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
見
つ
け
る
と
言
う
感
動
を

味
わ
う
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
父
が
見
に
行
く
な
ん

て
意
外
だ
っ
た
が
年
を
重
ね
る
度
に
父
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
気
が
す
る
。
勉
強
が
好
き
で
弁
護
士
に
な

り
た
か
っ
た
と
言
う
父
は
商
売
人
に
学
問
は
い
ら
な
い

と
言
う
環
境
で
思
い
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
娘
が

名
門
豊
高
を
受
験
で
き
た
こ
と
だ
け
で
も
、う
れ
し
か
っ

た
の
だ
と
思
う
。
一
生
懸
命
働
い
て
も
自
分
の
た
め
の

ぜ
い
た
く
な
ど
何
一
つ
し
な
か
っ
た
父
、
そ
し
て
大
ら

か
な
母
、
そ
ん
な
両
親
と
豊
高
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
お

陰
で
今
の
私
が
あ
る
。

あ
の
オ
カ
ポ
ン
と
中
学
時
代
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て

入
っ
た
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
。
放
課
後
の
練
習
、
朝
練
、

春
夏
の
合
宿
、
実
業
団
へ
遠
征
し
た
こ
と
も
。
熱
心
に

指
導
し
て
下
さ
っ
た
岡
本
先
生
、
山
本
先
生
、
よ
く
練

習
に
来
て
下
さ
っ
た
先
輩
方
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
の
数
々

の
貴
重
な
経
験
が
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
に
進
む
道
を

開
い
て
く
れ
た
。

■ 

豊
高
時
代
の
思
い
出
と
い
え
ば

高
21　
吉
田　
優
子

私
が
豊
高
に
在
籍
し
た
の
は
今
か
ら
半
世
紀
以
上
前

に
な
り
ま
す
が
、
バ
ン
カ
ラ
の
北
野
、
や
ん
ち
ゃ
の
池

田
と
比
較
し
て
「
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
高
校
」
と
呼
ば
れ
（
因

み
に
お
嬢
ち
ゃ
ん
は
お
ら
ず
ほ
と
ん
ど
女
史
で
し
た
）

る
穏
や
か
で
自
由
な
校
風
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
一
大
事
件
が
勃
発
し
ま
し
た
。
あ
る
日

校
庭
―
正
に
「
杉
よ
銀
杏
よ
」
の
テ
ラ
ス
に
凄
い
人
だ

か
り
…
遠
巻
き
に
様
子
を
窺
っ
て
い
る
と
ど
う
や
ら
ケ

ン
カ
ら
し
い
と
の
こ
と
。
翌
日
同
級
生
が
顔
を
腫
ら
し

目
の
周
り
に
痣
を
作
っ
て
現
れ
、
上
級
生
グ
ル
ー
プ
に

か
ら
ん
で
殴
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
見

上
げ
た
奴
と
評
価
さ
れ
そ
の
上
級
生
グ
ル
ー
プ
に
可
愛

が
ら
れ
た
と
か
。
構
内
で
の
暴
力
事
件
に
も
自
主
独
立

た
。
紛
れ
も
な
く
高
校
3
年
間
の
集
大
成
を
飾
る
深
い

思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

高
3
の
秋
、
私
に
は
プ
ロ
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

を
目
指
そ
う
と
い
う
夢
が
芽
生
え
、
T
V
で
は
櫻
井
よ

し
子
さ
ん
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
い
う
煌
び
や
か
に
映
る
世
界
は
猛
反
対
。

両
親
は
い
つ
し
か
医
学
の
道
を
勧
め
、
大
学
受
験
ま
で

あ
と
半
年
の
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況
に
な
っ
て
も
目
標

が
定
ま
る
と
、
脇
目
も
ふ
ら
ず
全
力
で
打
ち
込
め
た
の

は
放
送
ク
ラ
ブ
等
の
お
陰
で
、
残
さ
れ
た
時
間
は
死
に

物
狂
い
で
猛
勉
女
子
に
変
身
。
担
任
の
山
﨑
浩
和
先
生

に
「
英
文
科
と
医
学
部
を
受
験
…
本
命
は
？
」
と
聞
か

れ
て
私
は
思
わ
ず
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
母
は
医
者
で
す
と

同
時
発
声
、
先
生
が
苦
笑
さ
れ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。
現
在
は
豊
中
駅
前
で
皮
膚
科
を
開
院
し

て
早
30
年
を
超
え
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
若
い
細
胞
の

皆
さ
ん
、
心
に
響
く
ア
イ
テ
ム
と
の
出
会
い
を
見
逃
さ

ず
真
剣
に
没
頭
、
そ
し
て
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
ゆ
く
仲

間
を
宝
に
進
ん
で
下
さ
い
ね
。

■ 

時
代
は
変
わ
っ
て
も高

29　
前
田
（
吉
川
）
妙
子

創
立
１
０
０
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
合
格

者
番
号
が
掲
示
さ
れ
た
ボ
ー
ド
の
前
で
喜
ん
だ
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
文
化
祭
や
修
学
旅
行
、
そ
し
て
中
庭

や
食
堂
で
友
と
語
り
好
き
な
だ
け
笑
い
、
存
分
に
思
い

出
を
作
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た

こ
と
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
後
輩
達
が
随
分
制
限
を
受
け

た
高
校
生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
想
い
を
馳

せ
て
い
ま
す
。

小
中
高
大
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
が
、
今
私
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
輩
方
、
仲
良

く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
友
人
の
殆
ど
が
豊
高
出
身
で
、

卒
業
後
何
十
年
も
経
っ
て
か
ら
ご
縁
の
あ
っ
た
方
々
も

多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
素
敵
な
人
た
ち
が
同
じ
学
校

に
通
っ
て
い
た
と
い
う
事
を
、
高
校
生
の
自
分
に
教
え

て
あ
げ
た
い
気
持
ち
で
た
く
さ
ん
の
ご
縁
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
高
校
生
活
の
ひ
と
こ
ま
、
ひ
と
こ
ま
は
と
て

も
大
事
で
す
が
、
母
校
を
想
う
仲
間
と
の
縁
を
大
切
に

繋
ぐ
こ
と
は
生
涯
自
分
を
豊
か
な
気
持
ち
に
し
て
く
れ

る
の
だ
と
こ
の
年
に
な
っ
て
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

母
校
と
は
、
巣
立
っ
て
ず
っ
と
経
っ
て
か
ら
あ
り
が

た
み
に
気
づ
く
我
が
家
の
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
が
私
た
ち
の
頃
と
同
じ
よ
う
に

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す

が
、
こ
の
大
変
な
時
代
に
以
前
と
は
た
と
え
違
う
形
で

あ
っ
た
と
し
て
も
知
恵
と
工
夫
で
新
た
な
形
の
学
校
生

活
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
豊
高
生
で
あ
っ
た
こ
と

を
誇
れ
ま
す
よ
う
に
と
心
か
ら
願
い
、
豊
高
の
益
々
の

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ W
hat is essential is invisible

　

 to the eye.

高
36　
中
村
（
田
中
）
康
子

10
年
程
前
の
同
期
会
で
、
英
語
科
だ
っ
た
担
任
の
先

生
が
当
時
の
Ｌ
Ｌ
授
業
暗
唱
文
を
ス
ピ
ー
チ
に
入
れ
て

く
だ
さ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

入
学
し
て
思
い
知
っ
た
の
は
、
Ｌ
Ｌ
授
業
を
は
じ
め

英
語
授
業
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
し
た
。
特
に
暗
唱
の
課

題
が
多
く
苦
労
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
覚
え
て
い
る
文

章
も
あ
り
、
高
校
時
代
の
記
憶
力
の
す
ご
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
テ
キ
ス
ト
の
豊
か
さ
は
改
め
て

素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
テ
キ
ス
ト
は
、
絵
本
版
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
。

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
英
国
風
発
音
が
新
鮮
で
し
た
。
そ

し
て
、
当
時
伝
統
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
星
の
王
子
さ
ま

（T
he Little Prince

）。
こ
の
物
語
に
高
校
生
時
代
出

会
え
た
の
も
幸
運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
題
名
に
も
し

た
一
文
（
大
切
な
も
の
は
目
に
見
え
な
い
）
は
、
な
か

で
も
一
番
の
お
気
に
入
り
で
す
。
サ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
で

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
の
短
編
に
触
れ
た
こ
と
も
印

象
深
い
で
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
マ
イ
ケ
ル
・

チ
ト
ル
バ
ラ
先
生
の
特
別
授
業
も
あ
り
、
語
り
つ
く
せ

な
い
宝
物
の
思
い
出
で
す
。
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い
ま
な
お
、
世
界
を
揺
る
が
せ
て
い
る「
新
型
コ
ロ
ナ
」。
我
が
豊
高
に
も
大
波
が
打
ち
寄
せ
た
。

以
下
は
藤
縄
教
頭
は
じ
め
関
係
者
の
協
力
を
得
て
ま
と
め
た「
豊
高
の
コ
ロ
ナ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」で
あ
る
。

写
真
＝
豊
中
高
校
提
供
（
古
澤
頼
秋
）

学
校
で
は
…
…

何
と
か
出
来
た
卒
業
式

延
期
に
な
っ
た
入
学
式

3
月
2
日
か
ら
4
月
7
日
ま

で
の
大
阪
府
の
全
校
休
校
処
置

が
決
定
さ
れ
た
中
、
2
月
28
日

に
72
期
生
の
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
3
月
11
日
に
は
府
下
最

多
の
受
験
者
数
6
0
3
人
が
入

学
者
選
抜
学
力
検
査
に
臨
み
、

3
月
19
日
に
合
格
者
発
表
。
校

内
へ
の
立
ち
入
り
は
受
験
者
1

人
の
み
、
受
験
番
号
に
よ
っ
て

正
門
・
北
門
・
南
門
か
ら
入
場
し
、

発
表
場
所
ま
で
誘
導
す
る
対
策

が
な
さ
れ
る
。
合
格
者
説
明
会

は
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
わ

れ
た
。
3
月
23
日
予
定
さ
れ
て

い
た
終
業
式
は
取
り
や
め
、

1
・
2
年
生
が
時
間
を
ず
ら
し

て
登
校
し
、
通
知
表
を
受
け
取
っ

た
。
3
月
24
日
に
は
合
格
者
が

登
校
し
、
教
科
書
が
配
布
さ
れ
、

諸
道
具
の
購
入
が
行
な
わ
れ
た
。

12
人
ず
つ
30
班
に
分
か
れ
て
教
員
が
引
率
し
た
。

4
月
1
日
新
入
生
の
検
診
が
男
女
別
16
人
ず
つ
の

班
で
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り

入
学
式
は
延
期
、
6
月
18
日
に
実
施
さ
れ
る
。

緊
急
事
態
宣
言

2
月
26
日
、
府
か
ら
3
月
20
日
ま
で
は
学
校
行

事
は
原
則
と
し
て
中
止
ま
た
は
延
期
と
の
指
示
が

来
た
。
2
月
28
日
の
卒
業
式
は
何
と
か
予
定
通
り

に
終
え
た
が
、
遂
に
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受

け
て
、
春
休
み
が
延
長
さ
れ
た
形
の
ま
ま
、
4
月

8
日
か
ら
5
月
6
日
ま
で
の
臨
時
休
校
が
決
定
と

な
る
。

こ
の
間
、
登
校
日
の
設
定
も
出
来
な
い
事
に
な

り
、
入
学
式
な
ど
は
急
遽
延
期
。
豊
高
は
「
学
力

保
障
」「
生
徒
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」
を
第
一

に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
決
め
た
。

生
徒
が
い
な

い
校
舎
内
で
は
、

新
学
期
開
始
の

時
期
な
の
に
ど

う
対
応
す
る
か
、

い
ろ
い
ろ
な
議

論
を
し
た
。

生
徒
の
学
び
を
止
め
な
い
、
在
宅
で
生
活
の
リ

ズ
ム
を
崩
さ
ず
に
勉
学
の
環
境
を
保
た
せ
る
こ
と

を
主
眼
に
し
た
。

4
月
13
日
〜
5
月
1
日
を
当
面
の
自
宅
学
習
期

間
と
し
、
全
生
徒
に
「
課
題
教
材
」
を
各
学
年
単

位
で
検
討
・
作
成
し
、
担
当
教
諭
グ
ル
ー
プ
総
動

員
で
発
送
作
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
は
全
校
生
徒
分
の
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
の
購
入
。

校門に掲示された
「休校」の表示

予
算
外
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
費
用
の
捻
出
に
苦
労

し
な
が
ら
も
4
月
8
日
・
20
日
の
2
回
に
分
け
て

郵
送
。
全
教
科
を
学
習
出
来
る
よ
う
に
1
日
7
限

分
の
時
間
割
を
作
成
。
各
生
徒
は
時
間
割
通
り
に

課
題
に
取
り
組
み
、
質
問
等
は
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
対
応
し
、
各
自
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
学
習
の

進
捗
状
況
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
対
応
策
だ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
取
り
は
藤
縄
教
頭
の
も
と

で
情
報
を
一
元
化
し
た
。
1
年
生
か
ら
の
質
問
が

多
か
っ
た
と
い
う
。

1
回
目
の
発
送
を
終
え
て
ホ
ッ
と
す
る
暇
も
な

く
、「
緊
急
用
マ
ス
ク
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

も
急
い
で
全
生
徒
に
発
送
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
一
時

は
大
変
だ
っ
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
誰

か
分
か
ら
な
い
状
態
で

の
学
校
の
始
ま
り
と

な
っ
た
が
、
ク
ラ
ス
担

任
が
連
絡
を
し
っ
か
り

と
取
っ
て
、
生
活
面
で

の
不
安
・
学
力
の
不
安
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に

努
め
た
。

5
月
6
日
に
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
が
決
定
さ

れ
る
。5
月
11
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
が
、
各
家
庭
と
も
生
徒
た
ち
の
オ
ン

ラ
イ
ン
環
境
は
整
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
な

う
こ
と
が
で
き
た
。登
校
日
の
設
定
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
、
事
前
・
事
後
の
職
員
に
よ
る
消
毒
作
業

の
徹
底
。
校
内
の
消
毒
液
等
の
準
備
。
密
を
避
け

る
授
業
形
態
の
構
築
。
昼
食
指
導
の
徹
底
等
の
対

策
が
決
定
さ
れ
て
い
く
。

5
月
25
日
政
府
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除

全生徒への発送を待つ
レターパック

が
な
さ
れ
、
6
月
1
日
か
ら
ク
ラ
ス
の
半
分
ず
つ

で
の
半
日
授
業
を
開
始
し
た
。
出
席
簿
の
前
半
20

番
ま
で
の
生
徒
は
午
前
の
授
業
、
21
番
以
後
の
生

徒
は
午
後
の
授
業
と
、
午
前
と
午
後
に
振
り
分
け

て
の
授
業
を
実
施
し
、
段
階
的
に
学
校
が
再
開
さ

れ
て
い
く
。
だ
が
部
活
は
ま
だ
認
め
ら
れ
な
い
。

6
月
12
日
の
職
員
会
議
に
お
い
て
年
間
の
授
業

日
数
確
保
の
た
め
に
年
間
行
事
予
定
を
変
更
す
る

こ
と
と
し
た
。
▽
土
曜
日
に
授
業
や
考
査
（
中
間・

期
末
試
験
）
を
組
み
込
む
▽
8
月
7
日
ま
で
を
1

学
期
と
し
夏
季
休
暇
は
8

月
8
日
か
ら
▽
2
学
期
は

8
月
21
日
〜
12
月
25
日
▽

3
学
期
は
1
月
4
日
か
ら

と
決
ま
っ
た
。

1
学
期
の
終
業
式
も
2

学
期
の
始
業
式
も
放
送
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

過
去
に
経
験
の
な
い
手
探
り
の
状
態
の
中
で
、

豊
中
高
校
の
1
年
が
始
ま
っ
た
。

生
徒
た
ち
で
コ
ロ
ナ
対
策
の
文
化
祭

演
劇
は
「
く
ち
パ
ク
」
で
上
演

9
月
5
日
・
6
日
に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

本
来
な
ら
ば
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
ら
れ

る
文
化
祭
だ
が
、
今
年
は
臨
時
休
校
の
た
め
に
生

徒
自
治
会
の
役
員
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、

生
徒
会
が
無
い
。
そ
ん
な
な
か
昨
年
度
の
役
員
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
文
化
祭
の
準
備
を
進
め
た
。

飲
食
模
擬
店
は
禁
止
。
例
年
、
柔
剣
道
場
で
行

わ
れ
て
い
た
3
年
生
の
演
劇
ス
テ
ー
ジ
は
体
育
館

に
設
置
さ
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
台
詞
発
声
で
の
観

客
席
へ
の
飛
沫
飛
来
を
防
ぐ
た
め
に
演
者
と
声
優

を
分
け
て
作
品
を
作
っ
た
。い
わ
ゆ
る「
く
ち
パ
ク
」

で
あ
る
。

一
般
の
外
部
公
開
は
取
り
や
め
、
参
加
で
き
る

保
護
者
は
生
徒
ひ
と
り
に
つ
き
ひ
と
り
の
み
で
チ

無事に終わった72期生の
卒業式

教職員による消毒作業

ドキュメント
2020年3月～9月 豊高は「コロナ」にこう対応した

12豊陵会報 VOL.103



ケ
ッ
ト
制
。
感
染
者
を

出
さ
な
い
た
め
の
対
策

を
し
っ
か
り
と
考
え
、

見
え
な
い
コ
ロ
ナ
と
戦

い
な
が
ら
文
化
祭
を
開

催
し
た
。
こ
の
経
験
は
、

必
ず
未
来
に
生
か
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

体
育
部
の
部
活

体
育
系
の
部
活
、
い
っ
せ
い
に
停
止

野
球
部
は
甲
子
園
大
会
予
選
な
し

一
斉
休
校
の
余
波
は
体
育
部
の
部
活
に
も
及
ん
だ
。

2
月
28
日　
3
月
1
日
〜
4
月
7
日
ま
で
生
徒

の
登
校
が
禁
止
さ
れ
、
部
活
が
全
面
禁
止
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
4
月
2
日
に
は
5
月
6
日
ま
で
の
臨

時
休
校
が
通
達
さ
れ
、
部
活
は
す
べ
て
中
止
。
完

全
に
冬
眠
状
態
に
な
っ
た
。

4
月
26
日
全
国
高
校
体
育
連
盟（
高
体
連
）は「
今

年
の
イ
ン
タ
ー
杯
は
中
止
。
8
月
ま
で
に
開
催
予

定
の
各
大
会
は
中
止
、
9
月
以
後
に
予
定
の
大
会

は
都
道
府
県
で
状
況
を
見
て
決
定
し
て
ほ
し
い
。

特
に
3
年
生
に
高
校
最
後
の
出
場
機
会
を
考
え
て

ほ
し
い
」
旨
の
通
達
を
し
た
。

一
方
、
高
野
連
（
全
国
高
校
野
球
連
盟
）
の
意

思
決
定
は
遅
れ
た
。
5
月
20
日
「
夏
の
甲
子
園
全

国
大
会
中
止
」
の
ニ
ュ
ー
ス
は
T
V
は
じ
め
マ
ス

コ
ミ
で
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
り
、
福
田
野
球
部

部
長
（
体
育
科
）
が
部
員
た
ち
に
伝
え
る
前
に
み

ん
な
ス
マ
ホ
な
ど
で
知
っ
て
お
り
、
各
自
で
今
後

の
対
応
な
ど
を
議
論
し
て
い
た
。
部
長
自
身
も
正

式
連
絡
ま
で
の
間
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
情
報
が
入
り

乱
れ
る
中
で
の
対
応
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
地
方
予
選
大
会
に
代
わ
る
「
令
和
2

年
大
阪
府
高
校
野
球
大
会
」
の
開
催
が
決
ま
っ
た
。

ス
タ
ン
ド
へ
の
入
場
は
選
手
と
3
年
生
の
保
護
者
。

大
声
で
の
声
援
禁
止
。
ベ
ン
チ
入
り
の
選
手
・
監

督
は
マ
ス
ク
を
つ
け
、試
合
後
は
ベ
ン
チ
内
を
消
毒
。

例
年
の
出
場
登
録
選
手
は
20
人
だ
が
特
例
と
し

て
30
人
に
増
員
さ
れ
た
。
我
が
豊
高
チ
ー
ム
は

2
・
3
年
生
で
29
人
。
1
年
生
部
員
の
ジ
ャ
ン
ケ

ン
で
あ
と
1
人
だ
け
を
登
録
し
た
。
た
だ
し
ベ
ン

チ
入
り
は
従
来
ど
お
り
20
人
。
で
も
3
回
戦
ま
で

よ
く
頑
張
っ
た
。
い
ま
野
球
部
員
は
50
人
。
普
段

の
練
習
に
戻
っ
た
。

他
に
も
硬
式
テ
ニ
ス
部
な
ど
が
頑
張
っ
た
。

豊
高
ス
ポ
ー
ツ

■
硬
式
野
球

▽
令
和
2
年
大
阪
府
高
等
学
校
野
球
大
会

（
1
回
戦
）
豊
中
7
―
0
英
真
学
園
（
7
回
コ
ー
ル
ド
）

（
2
回
戦
）
豊
中
7
―
0
緑
風
冠
（
7
回
コ
ー
ル
ド
）

（
3
回
戦
）
関
大
一
7
―
2
豊
中

▽
令
和
2
年
秋
季
高
校
野
球
大
阪
府
大
会

（
2
回
戦
）
豊
中
13
―
12
大
阪
星
光
（
9
回
サ
ヨ
ナ
ラ
）

（
3
回
戦
）
箕
面
学
園
11
―
4
豊
中
（
7
回
コ
ー
ル
ド
）

■
硬
式
庭
球

▽
令
和
2
年
大
阪
府
高
等
学
校
秋
季
テ
ニ
ス
大
会

（
1
部
）兼
近
畿
高
等
学
校
テ
ニ
ス
大
会（
団
体
の
部
）

大
阪
府
予
選

（
女
子
団
体
1
回
戦
）
豊
中
4
―
1
大
手
前

（
2
回
戦
）
浪
速
5
―
0
豊
中

 豊
　
陵
　
会

狂
っ
た
予
定
変
更
に
対
応

臨
時
会
議
や
調
整
に
追
わ
れ
る

豊
陵
会
事
務
局
も
「
コ
ロ
ナ
」
で
忙
し
さ
が
倍

化
し
た
。
事
務
局
は
百
周
年
実
行
委
員
会
の
事
務

局
を
兼
ね
て
お
り
、
予
定
さ
れ
た
行
事
や
会
議
を

ど
う
す
る
か
、
両
方
に
ま
た
が
る
事
項
の
調
整
に

追
わ
れ
た
。
ヒ
ト
が
集
合
す
る
会
議
を
極
力
避
け

つ
つ
も
予
定
行
事
開
催
に
つ
い
て
急
ぎ
検
討
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

休
校
が
長
引
い
て
も
学
校
の
機
能
は
動
い
て
い

る
。
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
5
月
7
日

ま
で
事
務
局
員
の
出
勤
を
減
ら
し
、
事
務
局
長
が

留
守
番
役
を
引
受
け
た
。
平
常
勤
務
の
現
在
も
執

務
中
は
マ
ス
ク
着
用
、
事
務
局
へ
の
出
入
り
に
は

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
励
行
、
ド
ア
を
開
け
扇
風
機

で
換
気
を
続
け
る
。

3
月
3
日
＝
百
周
年
実
行
委
員
会
で「
豊
陵
ホ
ー

ル
」
新
設
な
ど
「
特
定
寄
付
」
に
よ
る
予
算
案
と

業
者
選
択
方
針
、「
一
般
寄
付
」
に
よ
る
予
算
案
が

承
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
4
月
3
日
＝
「
加
古
隆
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
」、
来
年
5
月
7
日
＝

1
0
0
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
開
催
を
確
認

し
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
情
勢
は
悪
化
の
一
途
、
3

月
15
日
の
臨
時
検
討
会
で
「
加
古
隆
ピ
ア
ノ
ソ
ロ

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
9
月
18
日
に
延
期
と
決
定
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
豊
陵
会
報
へ
の
掲
載

を
手
配
し
た
。

こ
の
日
の
「
特
定
寄
付
」
に
よ
る
事
業
の
決
定

で
「
豊
陵
会
ホ
ー
ル
」
は
じ
め
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
の
授
業
教
室
へ
の
設
置
な
ど
教
育
施
設
の
工

事
は
夏
休
み
中
に
終
り
、
休
校
中
の
学
校
運
営
に

も
寄
与
し
た
。

3
月
31
日
＝
豊
陵
会
臨
時
役
員
会
で
、
5
月
31

日
開
催
予
定
の
総
会
を
10
月
25
日
に
延
期
す
る
と

決
定
。

こ
の
こ
ろ
、
4
月
か
ら
秋
に
か
け
て
計
画
さ
れ

て
い
た
各
期
の
同
期
会
が
次
々
と
延
期
や
中
止
を

決
め
た
。
豊
陵
会
報
は
印
刷
直
前
ま
で
進
ん
で
い

た
編
集
を
変
更
し
て
「
コ
ロ
ナ
情
報
」
を
掲
載
。

発
行
日
付
を
4
月
25
日
に
遅
ら
せ
た
。

7
月
1
日
＝
役
員
会
で
▽
10
月
1
日
の
第
19
回

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
予
定
通
り
開
催
▽
10
月
25
日
に

総
会
開
催
日
変
更
と
、
2
0
2
1
年
5
月
の
総
会

開
催
を
見
送
っ
て
5
月
7
日
の
「
1
0
0
周
年
記

念
祝
賀
会
」
参
加
募
集
に
注
力
す
る
こ
と
を
8
月

1
日
の
幹
事
会
に
諮
っ
て
正
式
決
定
す
る
▽
「
加

古
隆
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
9
月
18
日
に

予
定
通
り
開
催
と
決
定
。

8
月
1
日
＝
幹
事
会
で
今
年
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

は
中
止
し
、
来
年
に
「
1
0
0
周
年
記
念
コ
ン
ペ
」

を
開
催
す
る
▽
「
加
古
隆
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
再
延
期
し
て
2
0
2
1
年
3
月
12
日
に
開

催
を
承
認
し
、
▽
10
月
25
日
に
延
期
し
た
総
会
は

中
止
し
て
2
0
2
1
年
5
月
7
日
の
「
1
0
0
周

年
記
念
祝
賀
会
」
へ
の
出
席
を
広
く
呼
び
か
け
る

こ
と
を
10
月
25
日
の
幹
事
・
評
議
員
会
に
諮
る
と

決
め
た
。

ま
だ
ま
だ
続
く
「
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
」
で
あ
る
。

文化祭ステージでの演劇

　　
　豊中が全国一を競う暑さに

　80 年前は最高 36.8 度
コロナ騒ぎ中の8月21日、豊中の最高気温
39・3度が全国一を競う暑さとして報道された。
豊中の観測地点は大阪空港滑走路のすぐ横。
伊丹・豊中両市が市域を決めたとき空港の真ん
中に小さな豊中市の「飛び地」が残った。ここ
に観測機器が設置され豊中の観測地点となっ
た。実質は「伊丹市」「大阪空港」の気温である。
「全面アスファルトの滑走路なら気温が高い

のは当然」「空港は広くて風通しがいいから、
それはないだろう」と話題はにぎやかだ。
旧制豊中中学で昭和6年に創立10周年を記念

して気象クラブが誕生し1年後に気象部になっ
た。部員は当番制で気象観測のほかに天気図を
読んで豊中の天気を予測し、的中率平均70％前
後だったことを「校友会誌」に掲載している。
掲載されている観測記録は奇数月のみだが、

昭和14年8月の記録がある。最高気温36・8度、
平均28・0度である。最近の豊中の最高気温の
平均は31～ 32度である。

 39.3 度 
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学
校
ニ
ュ
ー
ス
の
ペ
ー
ジ

4
・
5
月
は
郵
送
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
課

題
、
動
画
な
ど
に
よ
る
自
宅
学
習
が
中
心
で

あ
り
、
6
月
の
前
半
は
1
ク
ラ
ス
20
名
で
の

分
散
登
校
授
業
と
な
り
、
授
業
や
進
学
指
導

へ
対
応
の
遅
れ
が
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
期
休
業
や
土
曜
日
を
活
用
し

て
授
業
日
を
補
い
な
が
ら
授
業
進
度
を
予
定

通
り
に
戻
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
は
無
関
係
に
、
今
年
度
は

大
学
入
試
に
関
わ
る
制
度
の
大
き
な
変
更
が

2
点
あ
り
ま
す
。
1
つ
は「
A
O
・
推
薦
」の

名
称
が「
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦
型
選
抜
」

へ
と
変
わ
り
、
日
程
が
後
ろ
倒
し
に
な
り
ま

し
た
。
2
つ
目
は「
セ
ン
タ
ー
試
験
」が「
大

学
入
試
共
通
テ
ス
ト
」と
名
称
が
変
わ
り
、

よ
り
思
考
力
・
判
断
力
を
問
う
問
題
へ
と
変

更
さ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
現
役
生
の
み
第

一
日
程
か
そ
れ
よ
り
も
2
週
間
遅
い
第
二
日

程
の
ど
ち
ら
で
受
験
す
る
の
か
を
選
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

学
業
の
遅
れ
を
感
じ
て
い
る
生
徒
は
第
二

日
程
を
選
択
で
き
ま
す
が
、
3
年
生
で
あ
る

73
期
生
は
全
員
が
第
一
日
程
で
出
願
し
、

99
％
の
受
験
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

例
年
と
比
べ
て
国
公
立
大
学
へ
の
推
薦
出
願

者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
3
年
生
は
こ
の
不
安

定
な
状
況
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら

の
志
望
に
向
け
、
意
識
を
高
く
し
、
志
望
校

合
格
へ
の
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
生
徒
も

教
員
も
不
安
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
模
試
や
講
演
会
等

の
進
路
イ
ベ
ン
ト
も
減
ら
す
こ
と
な
く
、
情

報
提
供
を
十
分
に
行
い
、
生
徒
の
不
安
感
を

払
拭
で
き
る
よ
う
教
員
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。（

進
路
指
導
主
事　

日
垣
知
也
）

思
考
力
・
判
断
力
の
充
実
へ

コ
ロ
ナ
禍
中
の
進
路
指
導
部
か
ら

11名の卒業生が講師として参加した講演会は、北海道修学旅行引率
中の平野校長のテレビ電話通信にて、「かつて同じ校舎で学んだ先輩達
の現在の姿が、一年生に具体的な良い影響となり、夢の膨らむ講演と
なると思います。」との挨拶で始まった。講演は、30分の同じ内容を
前半後半と2回、それぞれが行なう。一年生は、予めそれぞれ第一希望・
第二希望で受講希望をとったが、すべてが第一希望での受講となった。
講演を終えて、講師からは「よく聴いていて、こちらの伝え方の良し
悪しが、よくわかるメリハリのある反応だった」、また「動画や遠隔で
行う不安がありましたが、直に教壇に立つ方がしっかりと反応が伝わ
り、訪問させてもらってよかった」と感想があった。この講演会の次
月に、生徒たちは文・理科のいずれかを選択する。

今年の卒業生講師（敬称略、順不同）　酒匂建文（高42公認会計士）、
長谷川万里子（高53公務員）、西川倫史（高40会社経営）、安威俊重（高
41エンジニア）、小林知博（高42大学教授）、鶴丸達也（高34建築）、
守本正宏（高37人工知能）、新見行人（高41医師）、佐々木章（高46
弁護士）、幸尾菜摘子（高56弁護士）、樋口高広（高41歯科医師）

【国立大学】　京都6（3）、大阪57（42）、神戸31（23）、北海道6（3）、
弘前1、東北1、千葉3（2）、東京農工1（1）、一橋1（1）、福井1（1）、
信州3（2）、名古屋2（1）、滋賀1（1）、滋賀医科1、京都工芸繊維7（3）、
大阪教育6（6）、奈良教育1、奈良女子3（2）、鳥取1（1）、島根1、
岡山5（2）、広島4（2）、徳島3（1）、愛媛1（1）、高知2（1）、
九州3（1）、九州工業1（1）

【公立大学】　大阪市立20（16）、大阪府立18（12）、埼玉県立1、
福井県立1、京都市立芸術1（1）、京都府立3（1）、京都府立医科1（1）、
神戸市外国語4（4）、兵庫県立6（4）、奈良県立2（1）、和歌山県立医
科1

【私立大学等】　同志社37（30）、立命館30（25）、関西17（15）、
関西学院21（17）、酪農学園1、慶應義塾3（2）、国際基督教1、上智1、
中央1（1）、東京慈恵会医科1（1）、武蔵野美術2、明治学院1（1）、
立教1、早稲田5（2）、洗足学園音楽1（1）、中京1、京都産業1（1）、
京都女子4（4）、京都薬科4（3）、京都橘2（2）、同志社女子4（4）、
龍谷3（2）、大阪医科2（1）、大阪学院2、大阪工業1（1）、
大阪薬科1（1）、関西医科2（2）、関西外国語1（1）、近畿13（9）、
藍野1（1）、千里金蘭1（1）、甲南3（3）、甲南女子1（1）、神戸女学
院1（1）、神戸薬科1（1）、武庫川女子1（1）、大和3（2）、神戸女子
短大1（1）、東京ビューティーアート専門学校1、DouglasCollege1
（1）、SantaBarbaraCityCollege1（1）

令和2年度職業別進路講演会開く
令和2年9月17日　豊中高校

2020年度の大学別進学者数
2020年度の大学合格発表後、実際に入学した大学の人数を表しており
ます。（　）内は現役合格者数です。
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グラビア・資料ともA4判300ページ
単価　送料とも5,500円

予定発行部数に到達次第、締め切ります

・こんな記事も･･･
■校舎の場所が決まらず「13中学」のまま仮住まいの学校だった
■初出場の夏の甲子園では優勝候補の一角だった
■市会で廃校が決議された戦後の苦難
■警官導入にまでなった「豊高紛争」
■GLHS指定校に応える実践的授業

・歴史の背景を語る「コラム」ページ
■市立豊中高女の歴史／校章が決った歴史／ハンドボール部の活躍
　自治会の活躍など9編

・データ
■全クラブの盛衰が分る「部活の歴史」
■卒業生数一覧

1921年「北野中学での入学試験」から
　　　2020年「コロナ騒動」までの歴史を

コンパクトな350編の読み物と写真で編集

豊中高校
「創立100年誌」

いよいよ2021年5月刊行

編集・発行　豊中高等学校創立百周年記念事業実行委員会　記念誌部会

◎この会報に同封の「申し込み用紙」でお願いします

予約申込み受付け開始！
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編集発行　豊陵会報編集部（大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内）
発　　行　令和2年11月20日　　発行人　高坂　敬三
事 務 局 〒560-0011　豊中市上野西2丁目5番12号（大阪府立豊中高等学校内豊陵会）
　　　　　  （06）6849-4973（FAX兼用）　ホームページ　http://www.houryou.org
　　　　　メールアドレス　office@houryou.org　または　kaihou@houryou.org
デザイン　風屋合同会社　　印　刷　株式会社廣済堂

●会員数（2020年3月5日現在）
卒業生数 37,051人／旧職員 857人
現職員 104人／連絡可能者数 21,900人
●会報発行部数
発行部数 23,500部／会員発送数 22,400部／学校配布 1,100部

編集部から　校内モニュ
メントの作者情報をお寄
せください。
　西側校舎の間に作者の
わからないモニュメント

（写真）があり、情報をお持
ちの方は、豊陵会事務局ま
でお知らせください。お願
いいたします。
　豊中・豊高と仲間と想い出を大切につづります。
103号編集部：高48古澤頼秋・高37南里吉彦・
 高29蛯名美佳・高9大久保孝・
 高8神保雅明・高3妹尾景行

■
は
が
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

「
豊
高
時
代
・
青
春
の
頃
」
に
つ
い
て
の
質
問

▽ 

高
28　
松
井　
豊

Q1
・
修
学
旅
行
は
ど
う
で
し
た
？

　
・ 

長
野
で
山
の
ぼ
り
で
し
た
。
宿
も
同
じ
で
本
当
に

楽
し
く
、
観
光
だ
け
の
旅
行
で
な
く
、
当
時
と
し

て
は
斬
新
で
満
足
し
て
ま
し
た
。

Q2
・
下
校
途
中
の
寄
り
道
は
ど
こ
に
？

　
・ 

昌
文
堂
に
寄
っ
て
立
ち
読
み
し
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
顔
が
う
か
び
ま
す
。

▽ 

高
54　
徳
重
美
紀
子

Q3
・
名
物
先
生
は
？

　
・ 

先
生
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。「
や
ま
い
ち
」
先
生
の
授
業
中
の
し
ょ
う
も
な

い
話
や
教
壇
の
上
を
ピ
ョ
ン
と
跳
ね
る
所
が
か
わ

い
か
っ
た
。

Q4
・
体
育
大
会
の
想
い
出
は
？

　
・ 

皆
で
う
ち
わ
を
作
っ
た
り
、「
舞
」
の
練
習
を
し
た

り
。
お
そ
ろ
い
の
格
好
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

Q6
・
あ
な
た
の
同
窓
会
と
い
え
ば
？

　
・ 

卒
業
以
来
、
ほ
と
ん
ど
会
っ
て
い
な
い
の
で
、
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

次
号
1
0
4
号
は
令
和
3
年
6
月
20
日
の
発
行
で
す
。

同期会、クラブOB・OG会だより
お知らせ

「コロナ」の影響で同期会、クラブOB・OG
会の開催がなく、このようなページになりました。
開催再開の時にはどんどんと報告をお寄せくださ
い。300字。メール送信での写真は印刷しても
不鮮明になるので、メディアなどで現物をお送り
下さい。次号は6月20日付発行。原稿は4月20
日締め切りです。お待ちしています。

■美術部卒業生の会「ぷりずむ」
　　「第 11 回ぷりずむ展」を開催

令和2年9月29日から10月4日まで阪急・
石橋の「画廊ぶらんしゅ」で第11回ぷりず
む展を開催した。本会は17・18・19期の美
術部員6名で2年ごとに開いているもので、
20年継続できたことに感慨ひとしおであっ
た。

コロナ禍での開催でお客様に来ていただけ
るのか不安もあったが、例年に増して大勢が
来てくださった。平野校長はじめ諸先輩、後
輩はもとより、久しぶりの知人、友人と話も
弾み展覧会ならではの醍醐味を堪能すること
ができた。

写真は、来場できなかった鎌倉在住・写実
画壇の山内氏の絵を囲んでの記念撮影。

出展者は次の会員です。山縣文則（高17）
＝絵画・造形。山内滋夫（高18）＝絵画。
久保田（福谷）雅江（高19）＝彫金・七宝。
長谷川（岡地）綾子（高19）＝織。長谷川（古
川）博子（高19）＝絵画。飯田誠（高18）
＝絵画。 （高18飯田　誠）

■奏で続けたい、小島紀子先生に
　教わった音楽のすばらしさ
　「紀ちゃんと一緒の会」

（＝教え子の集い）活動を広める
小島紀子先生は高9期生で昭和44年～

平成13年まで母校の音楽科を担当。昭
和44年の「豊高紛争」のあと生徒の心
を静め全校の一体感を盛り上げようと
豊高音楽会を提唱された。そして、小島
紀子先生の教え子の集いである「紀ちゃ
んと一緒の会」（会長・古澤一雄＝高
24、副会長・児玉健太郎＝高44）が昨
年50周年記念演奏会を終えた直後に逝
去された。小島先生の一周忌を機会に同
会が「豊中高校・小島紀子先生　音楽の
思い出」を7月6日からWEBサイトで公
開した。豊高音楽会の全楽曲を開催年
度・曲名のクリックで検索できる。

下記URLで「新規申込」をクリック、
卒業期・名前を送信すれば折り返しパス
ワードが送られてくる。

また、故小島紀子先生の希望で、第1
回～第32回「音楽会」のオリジナルプ
ログラムが、この機会に同会から豊陵会
へ寄贈された。

いま蘇る「音楽会」の感動　
URL：https://toyoko-kojima-

music.com/　へ！
「豊中高校・小島紀子先生　音楽の思

い出」WEBサイト公開
豊高音楽会の楽曲705曲
「紀ちゃんと一緒の会」創立45周年・

50周年記念演奏会
→小島紀子先生のソプラノ独唱がご

覧いただけます（45周年）
などが視聴できます。

是非、懐かしい豊高生時代へタイムス
リップして下さい！！

なお、限定公開サイトのURL・パスワー
ドは、他人へ教えないようお願い申し上
げます。

追伸：年明けには、小島紀子ソプラノ
リサイタルとリープクライネス・コン
チェルトでの小島先生の貴重な歌声をお
聞きいただけるよう追加する予定です。
ご期待ください。 紀ちゃんと一緒の会

延期続く各期のつどい
■ 高 14 期同期会　10 月 24 日開催予定を延期して 2021 年 10 月 22 日（金）

13 時からヒルトン大阪で開催
■ 高 15 期喜寿記念同期会　10 月 24 日開催予定を延期し、2021 年 10 月

22 日（金）13 時～ 15 時に開催。日程のみの決定で詳細は決まり次第お知
らせします。（世話役代表木村榮治）

■ 高 16 期同期会・第 13 回銀杏会　6 月 11 日の開催予定を延期。詳細決まり
ましたらご連絡します。

人数制限で開催します
■ 関東高 8 会　例年 25 名以上の出席で開催してきたが、今回はコロナで会場

のスペースの関係で定員 13 名に限定して予定通り開催。10 月 30 日（金）
11 時 30 分～新宿住友ビル「住友クラブ」。（幹事中野裕）

全体合唱（2019年6月29日）
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大澤美穂さん

辻本玲さん

尾崎勇太さん

母校の100周年をみんなでお祝いしましょう

　　　　　　　　　　 　　　　　　とおっしゃる方へのお願い

参加ご希望の方は恐れ入りますが、同封の「豊中高校創立100周年祝賀会」開
催案内の送付申込の用紙でお申込ください。右のQRコードからの入力お申込も
受け付けています。あらためて案内状を送らせていただきます。まだ先の話しな
ので予定が立たない！とおっしゃる方、今の時点での予定で結構です。2020年
12月末までにお申込ください。

100周年、お祝いの宴！！

なお参加希望者多数の場合は先着順とさせていただきます。皆様のご参加、お待ちしております。

＊ 新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては、中止も含めた予定変更も有り得ます。その場合、出席予定
の皆様方にはあらためてご連絡させていただきますので、必ず連絡先をご記入くださいますようお願いいた
します。

 100周年記念事業実行委員会兼豊陵会事務局　
FAX番号　06-6849-4973　メールアドレス　office@houryou.org

 日時　2021 年 5 月 7 日（金曜日）
　　　午後 5 時 30 分受付　6 時 30 分開宴です。
　　　終宴予定は 8 時 30 分。
会場　ホテル阪急インターナショナル　紫苑の間
会費　10,000 円（当日お支払いいただきます）

豊中高校卒業生の音楽家の皆さんが演奏で花を添えてくださいます。
ピアノ　　大澤美穂さん（43 期）
チェロ　　辻本　玲さん（54 期）
フルート　尾崎勇太さん（67 期）
　　 司会進行は桂枝女太さん（豊友会）です▶

また式典で講演をしていただくペシャワール会の村上優会長（20期）も来ていただける
予定です。ぜひこの機会にみんなで集まりませんか。

案内状を送ってほし
い！




